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イ

エ

イ

ツ

と

能. 
序

説

ー
l
l
＝

b
H
吉
岡

h
N
S
F

－

M

モ
丸
山
ョ
（
鷹
の
井
戸
で
）と
E

吋
走
。
司
叫
ん
官
、

S
E
N
h師
、
。
＼
町
選
向
、

（
唯
一
つ
の
エ
マ
の
嫉
妬
）
に
闘
す
る
考
察
を
中
心
と
し
て
｜
｜石

橋

裕

「
私
は
何
時
も
、
印
度
や
日
本
の
詩
人
た
ち
に
、コ
ノ

l

ト
の
年
と
っ
た
女
た
ち
に
、
ソ
l

ホ
l

に
居
る
霊
媒
に
、
そ
れ
か
ら

レ
イ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
心
に
、
近
づ
か
う
と
、
つ
と
め
て
来
た
。
」

W
O・
B

－
イ
エ
イ
ツ
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序

イ
エ
イ
ツ
（
巧
・
回
・
J
F旦
ω

〈z
o
m－
－
E
S

〉
）
の
詩
、
及
び
思
想
が
、
印
度
哲
皐
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
こ
と
は
、
初
期
の
作
品
か
ら
見
逃
せ
な
い
事

で
あ
る
が
、
中
期
以
後
の
劇
作
品
へ
の
、
日
本
の
能
柴
の
影
響
は
、
一
般
に
考
慮
さ
れ
る
以
上
に
、
重
要
覗
さ
れ
て
い
ふ
も
の
で
あ
る
と
、
私
は
考
へ
る
。

た
ど
こ
L

で
、
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
貼
は
、
イ
エ
イ
ツ
は
、
ω
原
作
を
讃
ん
で
ゐ
な
い
こ
と
、
ω
限
ら
れ
た
歎
の
、
英
語
翻
諜
を
通
じ
て
、
能
に
ふ
れ
て
ゐ

る
こ
と
、

ω
そ
の
職
課
能
及
び
説
明
文
に
、
（
こ
と
に
フ
エ
ノ
ロ
サ
・
パ
ウ
シ
ド
版
内
ミ
宮
古
宅
。
宮
内
M
M
Eヨ
ミ
な
も
お
お
い
司5
5
5
0

冨
8
5
2
6
z
。
同

開
門5

忠
司
g
o

＝
。ω
p
n
F
o
ω
8
8島
民
ロ
U
F
a
σ

判
明
N
E
H
M。
ロ
ロ
門
「
項
目
同
町

S
H
己
円
。
円
四
R
Z
o
ロ

σ
可
者
ロ
ロ
川
口
出
回
E
－2

ペ
g
Z

〈
］
門
｝
M
o
n
s
－m
M
M
E
ω
ω

忌
忌
〉
）
、
幾
多
の
誤
謬
、
濁
創
的
解
轄
に
よ
る
原
文
か
ら
の
距
離
な
ど
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
こ
と
、
を
奉
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
能
、
こ
と
に
、
バ
ウ
ン
ド
が
力
を
注
い
だ
、
錦
木
、
羽
衣
、
葵
の
上
、
須
磨
源
氏
、
な
ど
一
聯
の
作
品
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
イ
エ
イ
ツ
が
、
自
身
で
想
像

そ
し
て
私
は
こ
の
、
融
課
さ
れ



の
う
ち
に
有
し
た
イ
エ
イ
ツ
・
ヴ
ァ
l

シ
ョ
シ
と
も
い
ふ
べ
き
能
に
、
事
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
だ
と
、
言
ひ
た
い
の
で
あ
る
。

ポ
エ
ト
リ
イ
フ
ォ
ー
ム

イ
エ
イ
ツ
は
、
自
分
の
「
詩
」
の
た
め
に
、

2
2

－z
m
B
や
、
ュ
Z

巳
に
、
興
味
を
も
っ
た
作
家
で
あ
る
。
一
百
ひ
換
へ
れ
ば
、
共
感
を
持
ち
得
る
形
態

ポ
エ
ム

に
、
自
分
の
「
詩
」
の
適
用
を
求
め
て
、
す
斗
ん
で
行
っ
た
人
で
あ
る
。

一
つ
の
影
響
を
受
け
る
時
に
は
、
そ
れ
は
必
づ
、
「
イ
エ
イ
ツ
の
色
彩
」

そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
イ
エ
イ

y

の
作
品
と
、
そ
の
作
品
が
、
賓
謹
を
も
っ
て
、
何
等
か
の
影
響
を
受
け
た
と
考
へ
ら
れ

る
原
作
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
へ
っ
て
イ
エ
イ
ツ
の
E
g
z
q
と
、
そ
の

E
g
－
－
を
、
浮
彫
に
す
る
事
が
、
可
能
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

に
染
め
た
上
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
。形

態
ノ
探
求
1

私
生
活
l

東
洋
l

能
へ
ノ
接
近

二
十
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
そ
の
頃
人
気
の
あ
っ
た
イ
プ
セ
ン
（g
z
g

を
中
心
と
す
る
ナ
テ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
の
劇
場
に
射
す
る
反
動
が
あ
っ
た
。
ゴ

ピ
リ
オ
ヂ
イ
カ
ル

l

ド
ン
・
ク
レ
イ
グ
（
の
o
a
o
ロ
（
U
S
一
閃
）
は
、
著
書
を
通
じ
、
自
ら
編
集
し
た
定
期
刊
行
物
を
通
し
、
文
、
貫
際
の
舞
蓋
装
置
そ
の
他
を
通
し
て
、
こ
れ
に
相

封
す
る
劇
場
を
、
打
樹
て
よ
う
と
す
る
。
技
術
面
で
の
根
本
精
神
に
は
、
照
明
へ
の
考
慮
な
ど
除
き
、
日
本
の
能
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
も
が
ひ
は
一

方
が
、
十
五
・
六
世
紀
の
日
本
で
あ
り
、
一
方
が
、
今
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
ふ
風
土
に
於
い
て
で
あ
っ
た
、
と
い
ふ
事
も
あ
る
の
だ
ら
う
。
そ
し
て
イ
エ
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イ
ツ
は
、
ク
レ
イ
グ
が
、
無
名
の
頃
か
ら
彼
に
傾
倒
し
て
居
り
、
そ
の
理
想
に
遁
じ
て
ゐ
た
と
い
ふ
事
は
既
に
、
能
を
受
け
入
れ
る
下
地
が
、
出
来
て
ゐ
た
事

を
意
味
す
る
。
こ
の
ク
レ
イ
グ
が
、
形
態
の
探
求
を
強
く
打
ち
出
し
た
の
で
お
り
、
T
・

s

・
エ
リ
オ
ッ
ト
（
斗
・ω
・
巴
吉
伸
）
も
、そ
の
著
の
中
で
、
詩
劇
の

た
め
に
、

ロ
シ
ア
・
バ
レ
ー
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ
の
形
態
を
暗
示
し
、
一
般
的
趨
勢
の
中
に
、
イ
エ
イ
ツ
も
生
き
て
ゐ
た
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。

能
の
存
在
を
知
っ
た
事
で
、
沈
滞
し
よ
う
と
し
て
居
た
そ
の
頃
の
イ
エ
イ
ツ
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
を
解
決
し
た
、
と
い
ふ
の
は
、
多
く
の
批
評
家
の
意
見

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
全
く
正
し
い
の
で
あ
る
。
た
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
批
評
家
が
、
能
の
委
を
、
は
っ
き
り
把
握
し
て
ゐ
な
い
潟
に
、
イ
エ
イ
ツ
の
濁
創
性
（
つ

ま
り
、
。
。
ロ
〈g
z
。
ロ
か
ら
の
距
離
）
を
、
認
め
な
い
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
イ
エ
イ
ツ
自
身
の
、
詩
劇
の
理
想
形
態
に
、
偏
見
も
し
く
は
無
理
解
を
有
し
て
、
彼

タ
リ
テ
イ
シ
ズ
ム

に
は
劇
作
家
と
し
て
の
セ
ン
ス
が
歓
け
て
ゐ
る
、
と
評
す
る
こ
と
が
、
批
評
の
盲
思
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
、
能
の
影
響
の
場
合
、
私
が
特
に
、
注



j 〆

意
を
う
な
が
し
た
い
の
は
、
技
術
面
で
は
な
く
、
形
而
上
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
文
、
イ
エ
イ
ツ
詩
劇
の
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
於
い
て
は
、
英
図
人
が
常

に
の
円
席
。
ユoロ
と
す
る
エ
リ
ザ
ペ
ス
朝
演
劇
を
、
暫
く
は
な
れ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
ふ
事
な
の
で
あ
る
。

能
に
興
味
を
持
つ
前
後
の
イ
エ
イ
ツ
を
時
間
的
に
考
へ
て
み
よ
う
。
こ
の
頃
彼
は
〉
σ
σミ
叶
F
S
可
。
で
、
力
を
い
れ
て
ゐ
た
シ
シ
グ
（
旬
。
冨
冨
g
z
m件
。
ロ

ど
認
め
）
の
吋
雪

M
M
E￥
ミ
宮
町
絵
、
司
ミ
尽
き
司
ミ
ミ
が
、
聴
衆
の
間
で
一
悶
着
お
こ
し
て
居
り
（
』gg

ミ

5
0
3
、
爾
来
、
一
般
聴
衆
に
は
い
た
く
失

望
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
小
数
の
、
選
ば
れ
た
人
々
の
潟
に
劇
を
書
き
た
い
と
い
ふ
念
願
が
、
イ
エ
イ
ツ
に
い
よ
い
よ
強
く
な
っ
た
、
と
想
像
す
る
の
は
、
難

く
な
い
。
こ
の
失
意
の
時
期
が
、
私
生
活
に
於
け
る
苦
境
と
、
ほ
ど
時
を
同
じ
く
す
る
。

イ
エ
イ
ツ
の
、
こ
の

J
X
Z
円
。
R
Z
q
w
（
一
九O
九
｜
一
九
一
四
）
と
よ
ば
れ
る
べ
き
一
時
期
に
於
い
て
は
、
懸
愛
に
於
け
る
骨5
可
己
目
。
ロ
と
、
老
年
に

近
づ
き
い
ま
だ
濁
身
で
あ
る
と
い
ふ
孤
濁
感
と
が
、
基
調
を
な
す
と
考
へ
て
よ
い
。
彼
が
、
宮
ユO仲
と
暮
し
た
の
は
一
九
O
九
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
（
注
、

斗
・
同
・
固
め
ロ
ロ
氏
談
話
）
至
る
聞
と
推
定
さ
れ
、
一
九
一
三
年
暮
に
書
か
れ
た
と
い
は
れ
る
詩
は
、
彼
が
、
四
十
九
歳
に
近
づ
い
て
来
た
と
い
ふ
の
に
、
子
供

一
加
の
本
以
外
に
は
、
何
も
な
い
の
だ
と
い
ふ
E
2
0
5
0訟
を
、
う
た
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
一
四
年
以
降
、
漸
く
著
し
く
な
っ

．
、
‘
、
J

－
h

、
、

4
μ
司t
h
Jト
刊
、v

て
行
ノ
ヘ
レ
イ
デ
ィ
・
グ
レ
ゴ
リ
イ
（
戸
包
】
刊
の
円
高
。
ミ
）
の
影
響
か
ら
推
し
て
も
、
彼
女
の
、
ク
ー
ル
・
パ

1

ク
（
n
g
z
E

円
W
）
な
ど
に
於
け
る
厚
遇
は
、

イ
エ
イ
ツ
に
と
っ
て
、
ど
ん
た
救
ひ
で
あ
っ
た
ら
う
か
、
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の

E
2
2
5
2

は
、
一
九
一
七
年
十
月
に
結
婚
す
る
ま
で
、
績
い
て
行
く
。
こ

の
結
婚
の
直
前
、
イ
エ
イ
ツ
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
、
モ
オ
ド
・
ゴ
ン
（
冨
き
品
。
。
ロ
ロ
ゆ
（
冨
m
w含
5
0

富
山
呂
可
E
O
）
）
母
子
を
訪
れ
て
居
り
、
生
涯
の
懸
人
モ

オ
ド
に
、
再
度
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
し
て
ゐ
る
。
再
び
拒
否
さ
れ
て
ほ
と
ん
ど
直
ぐ
に
、
そ
の
養
女
、
イ
エ
イ
ツ
に
と
っ
て
は
娘
と
い
っ
て
も
い
い
年
頃
の
、

美
し
い
イ
ズ
ウ

Q
8
己
件
。
。
ロ
ロO
）
に
結
婚
を
申
し
込
み
、
彼
女
に
は
、
さ
う
い
ふ
」
居
間
百
一
m
t

の
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
、
富
山ωω
の
。
。
円
程
出
三
－
一
。
・

F
o
g

か
ん

同
じ
く
若
く
機
智
に
富
む
婦
人
へ
の
申
し
込
み
は
成
功
し
、
結
婚
す
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
、
喜
劇
と
観
じ
る
よ
り
、
先
づ
、

（
現
在
の
イ
エ
イ
ツ
夫
人
〉
、

E
＝
2
5
g

の
極
に
迫
ひ
つ
め
ら
れ
た
人
間
の
姿
を
見
る
の
が
、
彼
の
研
究
卓
也
の
と
る
べ
き
態
度
で
あ
ら
う
。

れ
る
イ
エ
イ
ツ
哲
撃
の
、
根
抵
と
な
っ
た

d
E
o
自
主
K
4
2
5

ロ
汽
に
つ
な
が
り
、
（
イ
エ
イ
ツ
夫
人
は
、
結
婚
後
間
も
な
く
、

き
一
件
。
自
己
目
。
巧
ユ
江
口
問
を
始
め
た
）
イ
エ
イ
ツ
の
後
期
の
作
品
に
、
重
要
な
影
響
を
興
へ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
、
イ
エ
イ
ツ
の
一
時
期
は
、
い
ま

」
の
結
婚
は
後
に
、
』
ざ
丸
き
に
集
大
成
さ

夫
の
質
問
に
こ
た
へ
る

- 86 -



だ
老
年
の
、
」
ロ
早
川
百
円
山

E
m
o
－
－
に
到
る
前
の
も
の
で
あ
り
、
k山
内
忌
内h
Q
S可
朗
建
問
む
や
、
凶
ぷ
向
。
ミ
H
L
P
b
r
s
h
ミ
町
選
句
、
の
こ
と
に
初
期
の
原
稿
に

そ
の
感
情
が
、
鋳
入
さ
れ
て
い
る
。

か
う
い
ふ
一
種
の
ス
ラ
シ
プ
期
に
、
イ
エ
イ
ツ
は
司
自
開
ω

え
の
文
化
に
鯛
れ
る
機
曾
を
持
ち
始
め
る
。
彼
は
、
ピ
ニ
ヨ
シ
（
戸
川
毛
足
ロB

回
宮
山
、
。
ロ
（

Z
3

1
5
S

）
）
と
は
親
交
が
あ
っ
た
が
、
同

4

を
可
ロ
h
』W
H。
」
ょ
をb
ミ

h
S

（H
U
H
H）
や
、
h
u
h同町
ミ
宮
古
宮
忌
内
『
ミ
同
色
町
（
回
。
。
∞

m百
円
四
回
申ω仏
）
（
註
、
イ
エ
イ
ツ

ヴ
ア
イ
タ
リ
テ
一
イ

熱
狂
的
に
讃
ま
れ
た
と
い
は
れ
る
。
（
註
、
イ
エ
イ
ツ
夫
人
談
話
に
よ
る
）
極
東
の
檎
董
に
、
リ
ズ
ム
の
活
力
を

tま

一
九
一
三
年
版
を
所
有
す
る
）
は
、

見
出
し
、
こ
れ
を
強
調
し
、
説
明
す
る
ピ
ニ
ヨ
ン
の
見
解
は
、
イ
エ
イ
ツ
の
、
リ
ズ
ム
一
般
へ
の
関
心
と
、
同
調
す
る
と
こ
ろ
が
、
多
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

一
九
一
六
年
三
月
、
彼
は
、
父
親
宛
の
書
簡
に
、
ス
ウ
ィ
ン
パ
ァ
ン
、
シ
ェ
リ
イ
よ
り
、
キ
イ
ツ
を
偉
大
で
あ
る
と
し
、
こ
の
理
由
と
し
て
、
そ
の
詩
ロ
ょ
っ

て
産
み
出
さ
れ
る
「
忘
れ
難
い
繕
壷
と
、
文
、
中
園
の
繕
の
や
う
に
、
リ
ズ
ム
が
充
ち
充
ち
て
」
ゐ
る
こ
と
を
、
あ
げ
て
ゐ
る
。
〉
丘
町
民
巧
巳
ミ
（
H
∞
∞
？l
）

は
、
イ
エ
イ
ツ
が
若
い
頃
、
董
畢
生
で
あ
っ
た
と
い
ふ
事
を
無
視
す
る
や
う
な
大
謄
な
判
断
を
、
彼
の
檎
董
へ
の
興
味
に
つ
き
、
一
人
の
友
人
と
し
て
、
文
、

大
英
博
物
館
勤
務
嘗
時
、
彼
を
案
内
し
た
事
の
あ
る
人
と
し
て
、
衣
の
や
う
に
、
い
っ
て
ゐ
る
。
（
註
、
著
者
へ
の
私
信
）
「
イ
エ
イ
ツ
は
、
何
か
思
想
が
象
徴

化
さ
れ
て
ゐ
れ
ば
、
興
味
を
示
し
、
或
は
、
人
間
の
場
面
で
あ
れ
ば
、
惹
か
れ
も
し
た
が
、
そ
の
他
の
檎
董
に
つ
い
て
は
、
無
関
心
で
あ
っ
た
。
」
現
在
の
と
こ

ろ
、
こ
の
意
見
を
正
嘗
化
す
る
賓
讃
を
、
持
た
な
い
が
、
イ
エ
イ
ツ
の
、
他
の
思
想
、
事
物
に
関
す
る
態
度
か
ら
推
断
し
て
、
繕
董
に
、
文
撃
性
を
求
め
、
彼

－

S巾
品
ト
リ
イ

の
「
詩
」
の
感
覚
に
、
訴
へ
る
も
の
に
、
興
味
を
示
し
た
事
は
考
へ
ら
れ
る
。
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例
へ
ば
彼
は
、
日
本
の
、
自
然
を
表
現
す
る
繕
董
に
惹
か
れ
た
が
、
彼
の
こ

こ
に
於
け
る
興
味
は
）
こ
れ
が
、
客
瞳
の
車
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
あ
る
特
殊
な
形
に
よ
っ
て
、
又
、
線
に
よ
る
奇
妙
な
も
や
う
に
よ
っ
て
そ
れ
が
、
表
現
さ

彼
の
好
ん
だ
ブ
レ
イ
ク
や
、
A
－
E

・
の
繕
董
は
、
文
撃
性
と
檎
重
の
、
結
婚
し
て
出
来
た
所
産
で
あ
る
。
光
琳
の
界
風
へ
の
彼
の
共

感
は
、
そ
の
文
皐
的
批
評
眼
に
映
じ
た
一
つ
の
客
瞳
の
、
表
現
の
多
様
性
、
と
、
こ
の
繰
返
し
に
あ
る
。
イ
エ
イ
ツ
は
そ
こ
に
、
波
が
、
雲
が
、
岩
が
、
く
り

れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

か
へ
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
表
出
す
る
の
を
特
記
す
る
。
色
で
も
線
で
も
な
い
、一
つ
の
態
度
に
封
す
右
興
味
で
あ
る
。

イ
エ
イ
ツ
は
、
リ
ケ
ッ
ツ
（
n
v
R
－2

同
庁
W
Z
Z
）
と
か
、
デ
ュ
ラ
ッ
ク
（
何
色
ヨ
ロ
ロ
向
日
U
Z
E
の
）
な
ど
の
友
人
も
持
っ
て
ゐ
た
。
デ
ュ
ラ
ッ
ク
は
、
光
琳
や

日
本
の
音
柴
に
興
味
を
も
っ
た
童
家
で
、
後
に
、k
t
s
町
民
h
M
g
bば
司
丸
山
の
た
め
に
、
多
分
に
東
洋
的
な
音
楽
を
作
曲
す
る
。

.... 

〆 1



、a

イ
エ
イ
ツ
は
、
東
洋
を
、
彼
の
イ
メ
イ
ヂ
の
限
界
の
中
に
於
い
て
、
感
じ
た
。
例
へ
ば
、
印
度
の
ラ
ヴ
・
．
シ
l

ン
を
描
く
時
に
、
牧
場
や
草
原
が
、
そ
の
園

の
典
型
的
で
普
通
の
ラ
ヴ
・
セ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
海
の
中
の
島
を
背
景
と
す
る
。
（
ケ
シ
プ
リ
ッ
ヂ
大
皐
博
士
論
文
田
・
同
・
回
R
F
R
F
m
w
R

州
、g
な

印
度
を
連
結
す
る
や
う
に
、
蹄
併
教
と
パ
l

ク

ν
イ
（
呂
田
町O
℃
の
めO
円
程
回
R
Z
－a

）
の
哲
撃
を
、

彼
は
連
絡
し
て
考
へ
る
の
で
あ
っ
た
。
イ
エ
イ
ツ
に
と
っ
て
は
、
「
東
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
ピ
ザ
ン
テ
ィ
ア
ム
に
、
極
東
の
宮
廷
の
イ
メ
イ
ヂ
を
、
織
り

エ
ム
プ
ラ
エ
ム
プ
ラ

入
れ
る
。
政
治
的
意
味
か
ら
で
は
な
く
、
詩
的
概
念
か
ら
、
「
皇
帝
」
を
愛
す
る
の
だ
が
、
従
っ
て
、
こ
の
詩
的
「
皇
帝
」
を
、
ど
こ
の
何
時
の
と
指
摘
す
る
事

は
出
来
な
い
。
「
宮
廷
風
」
一
般
に
あ
こ
が
れ
た
イ
エ
イ
ツ
は
、
「
源
氏
物
語
」
を
、
病
床
で
讃
ん
で
も
ら
っ
て
感
激
す
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
内
部
世
界
で
、
ヨ
ー

ア
ム
ー
ル
・
タ
ル
ト
ワ

ロ
ッ
パ
の
「
宮
廷
風
懸
愛
」
と
協
調
し
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
i

ネ
の
コ
l

テ
ィ
ア
（
n
g
z
m
z。ロ
角
川
口
町
ミ
ミ
ミ
）
や
、
ス
ベ
シ
サ
ア
の
、
フ
ェ
ア
リ
イ
・
ク
ウ
ィ

。
唱
え
。R
ミ
ミ
切
さ
参
照
）
大
昔
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
、

ー
シ
（
印
旬
。
ロ
宮
門
口
可
足
立
向
。
ミ

S

同
）
と
、
源
氏
の
「
宮
廷
風
」
は
、
揮
然
と
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
J
F
O
ω
門
戸
田
仲

0
2

州
凶
片
山
の
ョ
へ
の
、
イ
エ
イ
ツ
の
趣
味

は
、
」
日
富
一2
2
庄
司
ゅ
の
好
み
に
も
、
み
ら
れ
る
。
彼
が
、
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
か
ら
贈
ら
れ
た
一
封
の
内
裏
雛
に
、
生
涯
愛
著
を
示
し
た
の
も
、
（
註
、
私
は
、

後
期
の
詩
、
及
び
劇
に
表
は
れ
る
、
白
い
無
表
情
の
顔
、
象
牙
色
の
感
じ
、
ま
つ
黒
い
炭
の
や
う
な
髪
、
．
牽
の
上
に
坐
る
王
と
如
、
な
ど
の
イ
メ
イ
ヂ
の
基
盤

す
み
よ
し
お
と
己

と
な
っ
た
と
、
考
へ
る
）
又
、
「
住
吉
男
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
一
種
、
郁
郁
男
に
属
す
る
か
と
思
は
れ
る
白
い
抽
象
的
な
高
貴
な
面
へ
の
愛
、
（
註
、
こ
れ
を
壁
に

か
け
て
膜
想
に
ふ
け
っ
た
。
｜
｜
イ
エ
イ
ツ
夫
人
談
話
に
よ
る
）
を
抱
い
て
ゐ
た
の
も
、
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そ
れ
の
も
つ
抽
象
性
が
高
貴
さ
を
暗
示
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
は
れ
る
。

イ
エ
イ
ツ
の
日
本
へ
の
興
味
の
ひ
と
つ
に
、
惇
統
と
な
っ
て
、
子
孫
に
惇
へ
ら
れ
て
行
く
塞
術
の
姿
へ
の
あ
こ
が
れ
が
あ
る
。封
建
思
想
で
は
な
く
製
品
化

さ
れ
な
い
萎
術
の
寧
重
で
あ
る
。
日
本
刀
へ
の
開
眼
は

佐
藤
醇
造
氏
か
ら
、
一
ふ
り
の
日
本
万
が
贈
ら
れ
た
事
に
よ
っ
て
始
ま
る
。

彼
は
、
こ
れ
を
三
篇

の
詩
の
中
に
讃
み
、
後
に
、
手
紙
の
中
で
語
っ
て
ゐ
る
や
う
に
、

M
d。
同
S

ミ
ミ
町
内
凡S

が
、
捧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
）

彼
の
、
生
命
の
シ
ン
ボ
ル
に
ま
で
、
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
註
、
佐
藤
氏
へ
は
、
詩
劇
、

い
。
イ
エ
l

ツ
は
既
に
こ
の
頃
、
い
は
ば
確
立
さ
れ
た
作
家
で
あ
っ
た
。

か
う
い
ふ
イ
エ
l

ツ
が
、
能
に
興
味
を
示
し
、
そ
れ
か
ら
の
影
響
を
拒
ま
な
か
っ
た
、
と
い
ふ
事
は
、
感
情
的
な
意
味
か
ら
考
へ
て
も
、
嘗
然
と
い
っ
て
よ

し
か
し
「
永
遠
と
語
る
」
た
め
の
、
思
想
の
モ
l

ド
を
創
造
す
る
事
へ
の
情
熱
は
、



生
涯
、
た
え
る
事
は
な
か
っ
た
。
死
ぬ
ま
で
彼
は
、
可
能
な
だ
け
の
探
求
を
纏
績
す
る
。
彼
が
ス
ワ
ミ
（
印
『
ユ
】MC
H
O
F
Z∞
当m
w・
自
由
）
と
、ウパ
ニ
シ
ャ
ド

（M
2』
芯
吋
S
M
M
立
湾
企
ミ
句
、h
s
r
b
h向島
）
の
共
誇
の
た
め
マ
ジ
ョ
ル
カ
に
護
っ
た
の
は
、
一
九
三
五
年
の
各
で
あ
る
。
彼
は
、
プ
ラ
ト
ー
や
ス
ウ
エ
デ
ン
ボ
ル

ウ
イ
ズ
ダ
ム

グ
（
何
百
ω
ロ
ロ
己
的
巧
a
g
σ
2
m
）
を
超
え
た
向
ふ
に
智
慧
を
求
め
、
そ
し
て
こ
の
時
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
メ
i
テ
ル
リ
ン
ク
を
超
え
て
、
日
本
の
能
に
、
彼

フ
ォ
ー
ム

の
求
め
る
形
態
の
存
在
を
確
か
め
る
の
で
あ
る
。

一
八
八
五
年
か
ら
一
八
八
六
年
の
間
と
回
附
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
・
ド
ラ
マ
（
主
に
サ
ク
シ
タ
ラ
）
（
同
巳
E
g
R
F
N
ぎ
ミ
宮
司
令
）
へ
の
興
味
を
示
し
て
ゐ
る
。

イ
エ
イ
ツ
が
、
讃
ん
だ
本
の
中
で
、
マ
リ
イ
・
ス
ト
ウ
プ
ス
（
冨
月
宮
内
い
・
∞
件
。
宮
田
口
可
－

E
3
0
向
。
E
T
冨

2
5
0
Z
α）
の
、
能
に
闘
す
る
本
も
注
目
す
ベ

イ
エ
イ
ツ
は
、
能
に
到
る
以
前
に
も
、

き
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
こ
れ
は
、
一
九
二
二
年
、
ロ
シ
ド
ン
で
議
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
出
版
嘗
時
は
、
新
聞
そ
の
他
の
レ
ヴ
ュ
ー
に
も
扱
は
れ
、
エ
ズ
ラ
・

バ
ウ
ン
ド
も
彼
女
を
訪
れ
て
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
遺
稿
の
協
力
を
依
頼
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
イ
エ
イ
ツ
の
書
き
物
の
中
で
、
こ
の
本
に
闘
す
る
言
及
は
な
い
が
、

讃
ん
で
ゐ
る
と
推
論
し
て
、
間
違
ひ
は
な
い
と
忠
ば
れ
る
。
し
か
も
こ
の
本
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
バ
ウ
ン
ド
版
ウ
ェ
イ
リ
イ
版
の
含
ま
な
い
「
求
塚
」
を
含
ん
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で
居
り
、
こ
の
作
品
が
、
イ
エ
イ
ツ
の
詩
、
及
び
k
A
S
包
S

に
於
い
て
言
及
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
が
強
い
印
象
を
受
け
、
そ
の
印
象
が
、
イ
エ
イ

ツ
自
身
の
想
像
力
と
混
じ
て
、
一
つ
の
、
イ
メ
イ
ヂ
の
パ
タ
ン
を
作
っ
た
事
が
、
考
へ
ら
れ
る
。
（
註
、
こ
れ
は
矢
野
峰
人
博
士
「
片
影
」
一
二
ニ
頁
の
、
イ
エ
イ
ツ

談
話
と
相
違
す
る
の
で
、
い
ま
だ
疑
問
で
あ
る
。
〉

能
は
、
内
容
的
に
み
て
も
、
イ
エ
イ
ツ
を
ひ
き
つ
け
る
多
く
の
も
の
を
、
持
っ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
、
簡
素
で
、g
m
m
g
z
gな
も
の
で
あ
っ
た
。
｝
可
門
戸
g

－

山
口
件
。
口
弘
司
が
あ
っ
た
。
彼
の
共
感
す
る
特
殊
な
美
の
世
界
を
呈
示
し
た

σ

少
数
者
に
の
み
意
圃
さ
れ
た
劇
場
で
あ
っ
た
。
内
容
は
、
死
後
の
世
界
、
亡
霊
の
出

現
な
ど
も
扱
ひ
、
そ
れ
ら
が
存
在
す
る
と
い
ふ
信
仰
の
も
と
に
、
何
の
疑
ひ
も
な
く
取
り
扱
は
れ
、
し
か
も
、
も
の
の
精
さ
へ
も
、
遁
常
の
人
間
同
様
の
取
り

扱
ひ
が
さ
れ
て
ゐ
た
。
亡
霊
た
ち
が
、
イ
エ
イ
ツ
の
信
じ
た
E

骨
g
E
E
m
g
n
W
3
（
生
き
て
来
た
人
生
を
、
死
後
夢
み
る
こ
と
）
の
朕
態
を
、
慮
々
、
表
現
し
、

民
開
設
話
に
も
題
材
を
求
め
、
更
に
「
放
人
」
「
放
す
る
乞
食
」
な
ど
に
惹
か
れ
る
イ
エ
イ
ツ
に
と
っ
て
能
に
は
「
放
」
の
要
素
が
、
多
ぐ
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
っ
た
。

イ
ェ
イ
ツ
が
、
お
そ
ら
く
二
度
目
の
能
へ
の
接
近
と
考
へ
ら
れ
る
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
バ
ウ
ン
ド
版
の
能
に
接
し
た
の
は
レ
イ
デ
ィ
・
グ
レ
ゴ
リ
イ
の
、



て
叫
包S
的
。3
h叫b
h宮
町
、
的
宮
崎
ど
モ
ミ
ミ
～
苫

N
Q
3弘
の
ノ
l

ト
に
記
録
す
る
や
う
』
一
九
一
四
年
十
月
頃
と
想
定
さ
れ
る
。
イ
エ
イ
ツ
と
パ
ウ
シ
ド
の
ふ
能

へ
の
態
度
を
こ
こ
で
較
べ
て
み
る
と
、
精
神
的
に
は
イ
エ
イ
ツ
の
方
が
、
能
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
ふ
事
は
出
来
る
。
マ
リ
イ
・
ス
ト
ウ
プ
ス
は
、
フ

ェ
ノ
ロ
サ
遺
稿
整
理
の
協
力
を
求
め
て
や
っ
て
来
た
バ
ウ
ン
ド
を
、
能
に
つ
い
て
基
本
的
な
こ
と
も
知
ら
ず
、
日
本
語
に
つ
い
て
は
何
の
智
識
も
な
い
（
註
、

筆
者
へ
の
私
信
）
と
い
ふ
が
、
パ
ウ
シ
ド
の
能
へ
の
興
味
は
、
向
。
－F
Z
E

も
し
く
は
中
世
趣
味
の
延
長
線
上
に
於
い
て
裂
し
た
、
と
考
へ
て
よ
い
と
思
ふ
。

感
情
面
か
ら
み
て
も
、
バ
ウ
ン
ド
は
、
イ
エ
i
ツ
ほ
ど
に
、
日
本
文
化
を
構
成
す
る
美
的
要
素
に
、
特
に
惹
か
れ
た
と
は
思
へ
な
い
。
後
に
彼
は
、
能
の
内
容

ポ
エ
ト
リ
イ

に
あ
る
心
理
の
動
き
、
と
美
し
い
詩
の
結
合
を
理
解
し
、
又
、
そ
こ
に
、
同
選a
h
R町
、
足
遣
の
、
定
苫
ロ
マn
に
於
け
る
長
詩
の
可
能
性
を
、

シ
ド
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
遺
稿
を
扱
ふ
の
に
、
自
分
も
い
ふ
や
う
に
、
言
葉
の
中
に
、
美
し
さ
を
配
置
す
る
こ
と
の
み
に
か
か
は
っ
た
。

想
の
も
と
に
、
彼
は
、
そ
の
遺
稿
を
書
き
か
へ
、
補
ひ
、
け
づ
っ
て
行
く
。

み
た
。
パ
ウ

自
ら
所
有
す
る
、
詩
の
理

日
本
の
中
世
が
そ
こ
で
、
現
代
風
の
、
簡
素
で
、
明
確
な
イ
メ
イ
ヂ
を
う
ち
出
し

た
詩
に
、
嬰
形
し
た
の
で
あ
る
。

バ
ウ
ン
ド
に
逢
っ
た
事
に
よ
り
（
註
、
バ
ウ
ン
ド
の
イ
エ
イ
ツ
の
能
に
闘
す
る
文
章
で
は
、
彼
自
身
の
岩
崎
良
三
教
授
へ
の
手
紙
が
あ
る
。
〈
英
語
青
年
第
百

三
巻
第
十
一
競
〉
）
イ
エ
イ
ツ
は
、
近
代
の
抽
象
か
ら
、
具
種
的
な
も
の
、
か
っ
き
り
し
た
も
の
に
ひ
き
戻
さ
れ
る
機
曾
を
得
た
。
バ
ウ
ン
ド
は
、
影
響
力
の
強

い
人
で
あ
り
、
又
、
T
・
s

・
エ
リ
オ
ッ
ト
で
さ
へ
、
彼
の
詩
の
勉
強
は
、
同
時
代
の
、
又
未
来
の
詩
人
た
ち
に
、
示
唆
す
る
こ
と
が
多
い
と
、
述
べ
て
ゐ
る
。

バ
ウ
ン
ド
の
、
イ
エ
イ
ツ
へ
の
影
響
の
抽
出
は
、
既
に
、
二
、
三
の
皐
者
が
試
み
て
居
り
、
イ
エ
イ
ツ
自
身
の
原
稿
と
バ
ウ
ン
ド
の
手
の
加
は
っ
た
も
の
と
で

は
、
例
へ
ば
、
悲
劇
が
、
悲
喜
劇
風
（
註
、
同
J君
、
古
河
内
、
。
柚
尽
き
参
照
）
に
さ
へ
、
書
き
直
さ
れ
る
と
い
ふ
達
ひ
を
生
じ
て
ゐ
る
。

イ
エ
イ
ツ
は
、
バ
ウ
ン
ド
の
招
介
で
、
伊
藤
道
郎
氏
に
あ
ふ
事
に
な
る
。
伊
藤
氏
は
自
ら
も
語
る
や
う
に
、
能
の
踊
り
手
で
も
な
い
し
、
そ
れ
に
、
興
味
が

特
に
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
想
像
す
る
に
、
伊
藤
氏
の
踊
り
は
、
イ
エ
イ
ツ
の
求
め
て
ゐ
た
像
と
、
き
っ
か
り
一
致
し
た
に
相
違
な
い
。

彼
の
は
、
西
欧
人
が
考
へ
る
意
味
に
於
い
て
の
、
「
東
洋
的
」
な
踊
り
で
あ
っ
た
に
謹
ひ
な
い
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
こ
こ
に
勇
気
を
得
て
、
踊
り
子
の
た
め
の
詩
劇

に
着
手
す
る
。
伊
藤
氏
と
の
遭
遇
は
、
』
こ
を
司b
g
wば
司
ミ
執
筆
の
、
直
接
の
動
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
、
k会
忌
鳥
図

h
H
S
w

．
M

司
ミ
に
よ
っ
て
、

T
・
s

・
エ
リ
オ
ッ
ト
は
、
彼
を
九0
年
代
の
生
き
残
り
作
家
と
し
て
よ
り
、
す
ぐ
れ
た
同
時
代
作
家
と
し
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フ
ォ
ー
ム

て
み
る
や
う
な
段
階
に
、
首
肯
す
る
の
で
あ
る
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
一
つ
の
出
議
貼
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
劇
の
形
態
は
事
費
、
「
接
見
」
で
あ
っ
た
。

形
態
の
執
助
な
探
求
が
、
こ
λ

で
一
段
落
、
つ
い
た
わ
け
だ
が
、
イ
エ
イ
ツ
が
こ
れ
に
諾
々
と
甘
ん
じ
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
約
二
年
後
、
一
九

フ
庁
1

ム

一
八
年
六
月
、
父
親
に
あ
て
た
手
紙
に
よ
っ
て
、
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
彼
は
、
形
態
を
、
異
に
自
分
の
も
の
と
す
る
に
は
生
涯
か
か
る
、
と
述
べ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
「
一
つ
の
劇
は
問
題
で
一
ぱ
い
で
、
数
撃
の
一
部
の
や
う
に
さ
へ
」
彼
に
は
思
へ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
k
山
内
町
宮
司
令
さ
そ
伺
讐
同
む
の
確
立
に

よ
っ
て
、
そ
の
美
し
い
韻
文
の
故
に
、
恐
ら
く
は
今
世
紀
の
生
む
最
高
の
詩
劇
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
い
は
れ
る
可
ミh
aな
ミ
へ
の
道
が
、
つ
い
た
の
で
あ
り

後
期
の
劇
作
品
の
性
格
が
、
運
命
づ
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、b
s

内
町
h
N
F
q
b

ぷ
ミ
ロ
他
、
可
。
ミ
h
d
b
K
M
・
否
、b
h
S
2
3
の
、
g

ュ
丘
町
。
ロ
と
も
、
み
な
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
イ
エ
イ
ツ
が
ま
だ
生
き
て
ゐ
た
の
な
ら
ば
、
彼
の
守
ユ
の
は
更
に
劇
的
と
な
り
劇
は
詩
作
上
の
試
み
を
く
り
か
へ
し
、
遂
に
は
、
雨
者
の
最

フ
ォ
ー
ム

も
密
接
に
結
合
し
、
完
成
さ
れ
た
一
つ
の
形
態
を
産
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
さ
へ
、
私
は
考
へ
る
の
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ム

能
を
モ
デ
ル
に
し
て
書
い
た
可
。
足
、M
M
E
3・
吾
、b
S

足
立
を
、
私
は
、
形
態
の
上
で
、
哲
撃
の
上
で
、
そ
れ
か
ら
、
内
容
に
反
映
す
る
イ
エ
イ
ツ
自
身
の

感
情
及
び
私
生
活
の
上
で
、
彼
の
生
涯
の
全
作
品
の
う
ち
で
も
、
特
異
な
位
置
に
あ
る
色
、
考
へ
る
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
「
お
ろ
か
な
大
衆
」
と
、
腹
立
ち
ま
ぎ
れ

に
よ
ん
だ
群
衆
の
た
め
に
劇
作
す
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
、
こ
の
四
つ
の
劇
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
も
た
せ
て
、
書
い
て
行
く
。
技
術
上
の
問
題
と
し
て
先

づ
彼
は
、
k由H
S
町
民
h
H
5．
的
司
、
丘
町
に
於
い
て
、
踊
り
の
重
要
性
を
、
浮
彫
に
す
る
。
吋
君
。
a

守
t
p
h
乱
。
言
、
ミ
同
ミ
ミ
は
、
舞
蓋
上
の
マ
ス
ク
の
交
換
に
よ

っ
て
、
人
物
の
費
化
も
、
可
能
な
ら
し
め
る
。
吋
常b
ミ
ぬ
遺
言
h

ミ
同
雪
国
g
g

で
は
、
つ
な
ぎ
に
合
唱
を
挿
入
し
、
そ
れ
に
よ
る
「
道
行
」
形
式
の
寅
験

を
、
円
リ
ミs
－u

で
は
、
コ
ー
ラ
ス
に
、
前
述
の
三
作
品
よ
り
更
に
は
っ
き
り
と
し
て
、
充
質
し
た
意
義
を
輿
へ
る
と
い
ふ
試
み
が
、
行
は
れ
る
。
そ
し
て
何
れ

に
も
共
通
し
て
、
マ
ス
ク
・
合
唱
、
少
数
の
登
場
者
、
封
話
形
式
に
よ
る
劇
の
進
行
、2
m
m
g
件
目
立
な
、
舞
蓋
装
置
が
、
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

][ 

k
t
H
b偽－
h
s
b

．

h

司
ミ
ノ
冨

ω
ω
ニ
閥
ス
ル
考
察

テ
ク
ス
ト
招
介
1

－
可
向
。
巳
宮
窓
口
ω
日
々
ノ
強
調l
美
ノ
種
類
l

仏
5
5

丘
町
。

2
5
2

可
制
民O
D
l
リ
ズ
ム
の
町
号
制
ロ
宮
ユ
q
．

8
0
2
F円F
3
2
5
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こ
の
匹
つ
の
詩
劇
は
、
文
墜
と
し
て
研
究
す
る
と
同
時
に

k

本
来
は
演
出
さ
れ
た
文
章
、
則
ち
、
演
劇
形
態
と
し
て
も
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
異
な
っ
た

方
向
か
ら
、
こ
L

に
具
現
さ
れ
た
イ
エ
イ
ツ
の
文
皐
上
の
理
想
と
哲
撃
を
、
把
握
出
来
る
も
の
で
あ
る
と
、
私
は
考
へ
る
。
し
か
し
、
今
こ
与
で
は
先
づ
、
文

撃
と
し
て
、
k
t
コ
問
、
司
令
制
。
さ
司
ミ
を
扱
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
作
品
は
、
最
初
の
野
心
作
だ
け
に
、
イ
エ
イ
ツ
は
文
章
上
の
彫
琢
に
も
、
非
常
に
意
を
用
ひ

こ
の
劇
に
関
す
る
遺
稿
は
、
最
終
版
を
除
い
て
、
十
一
種
あ
り
、
完
全
に
、
近
く
残
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
が
作
製
出
来
る
の
が
二
部
、
演
出
用

に
用
ひ
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
一
部
、
含
ま
れ
る
。
第
一
の
テ
ク
ス
ト
は
他
の
原
稿
同
様
、
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
、
問
。
宮
ユ
回
ユ
円
四

m
g

に
宛
て
た
一
九
一
五
年

た
と
考
へ
ら
れ
る
。

八
月
一
日
の
手
紙
で
言
及
し
て
ゐ
る
劇
は
、
こ
の

k
A叫
町
営
司
令
S
F
ば
司
向
む
の
事
で
あ
り
（
註
、
イ
エ
イ
ツ
夫
人
談
話
に
よ
る
）
と
す
れ
ば
、
ク
ー
ル
・
パ

l

こ
の
第
一
テ
ク
ス
ト
の
重
要
性
は
、
散
文
態
で
書
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
斗
で
、
イ
エ
イ
ツ
は
、
現
は
れ
て
く
る
イ
メ
イ
ヂ
を
、

出
来
る
だ
け
従
来
の
彼
の
リ
ズ
ム
に
左
右
さ
れ
ず
、
的
確
に
紙
に
う
つ
し
と
る
事
に
、
専
心
す
る
。
例
へ
ば
、
鷹
を
迫
ふ
動
作
、
老
人
が
や
っ
て
来
て
火
を
お

ク
で
書
か
れ
て
居
る
。

こ
す
動
作
な
ど
、
彼
が
如
何
に
は
っ
き
り
と
そ
れ
を
観
た
か
を
鐙
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
・
従
っ
て
、
極
く
具
膿
的
に
明
確
な
絞
逃
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
原

稿
は
、
比
較
的
容
易
に
、
い
は
ば
、
溢
れ
る
も
の
が
書
き
と
め
ら
れ
る
や
う
に
書
か
れ
た
と
、
想
像
出
来
る
。
第
二
と
推
定
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
は
、
こ
の
ほ
と

n『U

ん
ど
直
後
に
書
か
れ
た
と
み
て
も
よ
く
、
巴
ω
ロ
W
Z
円
ω
ゅ
の
形
を
と
る
。
津
山
の
沫
消
が
あ
っ
て
、
散
文
か
ら
韻
文
に
す
る
際
、
イ
エ
イ
ツ
が
、
口
で
唱
へ
な

が
ら
書
い
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
さ
れ
る
根
擦
は
、
二
ケ
所
に
あ
る
、
意
味
が
な
い
が
す
べ
り
の
い
い
一
つ
の
語
の
く
り
か
へ
し
、
な
ど
に
み
ら

れ
る
。
（
イ
エ
イ
ツ
は
創
作
中
に
、
一
つ
の
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
、
口
に
出
し
な
が
ら
、
う
た
ふ
や
う
に
し
て
書
い
た
り
、
太
鼓
の
菅
を
口
に
し
な
が
ら
書
い
た
と

い
ふ
話
が
、
惇
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
、
こ
の
傾
向
は
、
彼
が
聾
に
出
し
て
詩
や
劇
を
創
る
の
を
、
直
ぐ
夫
人
に
タ
イ
プ
さ
せ
た
と
い
ふ
イ
エ
イ
ツ
夫
人
の
話
か

ら
も
う
か
が
は
れ
る
）
こ
の
第
二
テ
ク
ス
ト
は
、
既
に

m
g
m
o〈
O
Z
Z
ロ
で
あ
っ
た
第
三
テ
ク
ス
ト
と
、
同
じ
形
態
及
び
リ
ズ
ム
を
有
し
て
ゐ
’
る
。
第
二
テ
ク

ス
ト
の
、
注
目
す
べ
き
貼
は
、
沫
泊
さ
れ
た
章
句
に
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

居
り
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
中
の
挿
入
、
沫
泊
、
改
訂
な
ど
は
、
舞
蓋
上
の
劇
を
見
て
の
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。

ラ
シ
・
ウ
ェ
イ
ド
、
エ
ズ
ラ
・
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、
初
演
閥
係
者
た
ち
に
よ
る
鉛
筆
や
イ
シ
ク
で
の
挿
入
が
み
ら
れ
る
。

第
三
テ
ク
ス
ト
は

一
九
一
六
年
四
月
二
日
の
、
初
演
の
た
め
に
作
ら
れ
て

ご
の
中
に
は
、
エ
ド
マ
シ
ド
・
デ
ュ
ラ
ッ
ク
、
ア



さ
て
、
こ
れ
ら
の
書
き
直
し
を
遁
じ
て
、
イ
エ
イ
ツ
は
、
彼
の
理
想
形
態
へ
と
、
漸
衣
近
づ
い
て
来
る
。
例
へ
ば
彼
は
、
彼
が
、
能
に
接
見
し
た
守
ユ

g

－

E
Z

口
氏
々
を
強
調
す
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
のB
Z
M
岡
田
岳
O

円
の
繰
り
返
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
こ
れ
を
シ
ェ

リ
イ
と
同
じ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
み
た
が
、
英
詩
で
は
、
む
し
ろ
惇
統
的
な
手
法
で
あ
る
。
錦
木
が
例
に
あ
が
っ
て
、
こ
の
動
詞
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
ま
で
、
係
り

合
っ
て
ゐ
る
5
2
m
号
F
2

の
統
一
を
、
イ
エ
イ
ツ
は
あ
げ
た
。
イ
エ
イ
ツ
が
、
こ
の
－1
r
巳

E
Z
ロ
色
々
に
、
従
来
の
英
詩
の
惇
統
と
異
な
っ
た
立
場
か
ら

強
調
し
た
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
異
な
っ
た
「
美
」
の
種
類
と
い
へ
る
。
即
ち
、
暗
示
さ
れ
た
美
（
的
確
な
イ
メ
イ
ヂ
を
ぼ
か
す
の
で
は
な
く
、

簡
素
化
の
手
法
に
よ
っ
て

2
m
m
o
Eす
る
）
で
あ
り
、
同
v
z
・
同3
g
o
－
－Z

の
色
彩
や
、
シ
ェ
リ
イ
の
」
z
－Z
ロ
目
釘Z
3

か
ら
脱
却
L

た
枯
れ
て
冷
い
美
な

の
で
あ
る
。
キ
ィ
l

ツ
の
、
h
a
切
と
な
匂
わ
き
ぬ
句
ぬ
ま
ミ
ミ
え
の
美
は
、
英
詩
全
憧
か
ら
見
て
、
た
し
か
に
「
枯
れ
た
美
」
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
や
は

り
、
同
o
g
m
ロ
g

へ
の
聯
想
が
あ
っ
て
西
欧
の
「
枯
れ
た
美
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
較
ベ
イ
エ
イ
ツ
は
、
更
に
、
枯
れ
て
冷
い
美
の
背
景
を
徹
底
的
に
表
出
し
よ
う

と
す
る
。
し
か
も
、
時
間
に
於
い
て
も
空
間
に
於
い
て
も
」
U
B
o
Z
5
ω
∞
還
を
強
調
す
る
潟
に
、
西
欧
的
な
も
の
の
排
除
を
、
行
ふ
。
（
し
か
し
そ
れ
で
も
、- 93 ー

圃
卓
の
騎
士
を
訪
締
と
さ
せ
る
も
の
を
、
劇
中
の
若
い
男
が
、
も
っ
て
ゐ
な
い
、
と
断
言
す
る
事
は
、
出
来
な
い
の
だ
が
。
）

例
へ
ば
、
イ
エ
イ
ツ
は
、
緑
色
を

想
起
さ
せ
る
E
m
g
m九
と
い
ふ
字
を
、
初
期
の
原
稿
か
ら
排
除
す
る
。
そ
の
始
め
か
ら
彼
は
、
枯
れ
て
、
固
い
、
あ
の
不
毛
の
岩
山
に
、
こ
れ
に
ふ
さ
は
し
い

老
人
の
姿
を
描
く
た
め
、
全
て
の
言
語
を
、
黒
色
系
統
の
、
荒
涼
と
し
た
土
地
に
関
す
る
も
の
に
集
中
さ
せ
る
。
モ
リ
ス
に
み
ら
れ
る
や
う
な
華
や
か
な
王
宮

の
描
寓
は
二
行
、
初
期
の
原
稿
か
ら
消
え
た
。
同
じ
パ
タ
シ
の
イ
メ
イ
ジ
が
接
見
さ
れ
る
吋
宮
司
s
h
Hミ
宮
旬
。
＼
O
な
な
と

k丘
町
営

h
a
s

－
M

宅
問
む
を
較

べ
れ
ば
、
前
者
の
P
0
・
同3
E
m
o－－Z

の
色
彩
か
ら
、
完
全
に
脱
却
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。k
A
H
S内
町
h
H
H
q」
京
司
ミ
の
産
む
糟
は
、
例
へ
ば
支
那
の
山
水

童
に
見
ら
れ
る
墨
で
統
一
さ
れ
た
美
な
の
で
あ
る
。

車
問
。
目
。
件
。
ロ
g
ω

ョ
は
、
第
一
テ
ク
ス
ト
の
、
H
Z
Z
品
と
い
ふ
文
字
の
除
去
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
で
ど
こ
に
も
、
場
所
を
指
示
す
る
言
葉
が
な
く
な
っ
た
。

又
、
二
人
の
ク
フ
ラ
ン
（
n
c
s
c－m
E
）
l
l

老
年
と
、
青
年
に
於
け
る1
1

の
同
時
に
あ
る
姿
を
印
象
づ
け
る
た
め
、
初
期
の
原
稿
で
は
、
ク
フ
ラ
シ
と
あ
っ

た
の
が
、
皆
、
吋O
ロ
ロ
m
冨
ω

ロ
と
書
き
直
さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
詩
的
時
間
に
於
け
る
詩
の
島
の
中
の
出
来
事
で
あ
る
、
と
い
ふ
事
が
、
印
象
に
つ
よ
い
。
こ
の

抽
象
性
に
よ
っ
て
、
遠
い
と
同
時
に
、
各
人
に
と
り
、
も
っ
と
も
身
近
な
も
の
と
、
作
品
が
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

I ' 



「
簡
素
化
」
の
た
め
に
イ
エ
イ
ツ
は
、
老
人
を
し
て
、
最
終
版
に
於
い
て
は
、
も
う
自
分
の
過
去
の
様
子
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
さ
せ
な
い
。
青
年
が
、
い
は

ば
、
イ
メ
イ
ヂ
の
具
現
化
と
し
て
、
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
イ
エ
イ
ツ
は
後
年
、
シ
ン
ボ
ル
を
少
し
に
し
て
、
そ
の
シ

Y
ポ

ル
に
、
も
っ
と
充
質
し
た
意
味
を
興
へ
た
が
、k
Aご
を
司

h
H
H
e
w
ぱ
司
丘
町
で
は
、
食
阿
佐
巧W
3
R
君
。
ロ
ョ
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
が
明
確
に
あ
ら
は
れ
て
、
そ
の
他
の

シ
ン
ボ
ル
、
例
へ
ば
、
イ
エ
イ
ツ
に
と
っ
て
は
、
性
的
な
欲
望
、
愛
情
を
表
は
す
E
d〈
。
日
間
ョ48
F
E

門
戸
のwg

ロ
2
1
R
出
。
s

－m
m
ω
ロ
2

同
3
R

国
民
0
3
な

ど
は
、
第
二
テ
ク
ス
ト
か
ら
沫
治
さ
れ
、
又
、
第
一
テ
ク
ス
ト
の
a
H
3巧
古
代
の
除
去
も
、
シ
ン
ボ
ル
上
の
複
雑
化
を
避
け
る
た
め
に
行
は
れ
た
、
と
考
へ

て
よ
い
。
こ
れ
は
又
、
イ
エ
イ
ツ
が
、
作
品
を
、
書
き
直
し
課
程
中
で
、
詩
と
し
て
よ
り
も
、
劇
と
し
て
観
じ
始
め
た
（
即
ち
、
観
客
の
立
場
を
考
へ
る
）
と

い
ふ
事
賓
と
も
、
関
聯
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
、
劇
と
し
て
観
じ
る
態
度
、
い
は
ば
、U
S
E
E
r
n
0
5
8

可
m
w片
山Oロ
は
、
£
H
O
S
E
c

－
島
町
”
の
べ
か

ら
、

J
P
ミ

0
5
ω
2
1円
四2
3
3

へ
の
鱗
先
化
、
或
は
、
最
初
の
頃
の
題
、
同

d

宮
司
丘
町
。
＼
』
『
遣
選
ミ
E
2
町
、
や
、
司
令
同
町
3

ミ
i『
還
さ
ミE
～
九
円
、
な
ど
か
ら

入
山
同
忌
内
町R
N
H
e』
ご
司
ミ
へ
の
強
化
に
も
み
ら
れ
る
。
即
ち
後
者
は
、
直
ち
に
、
劇
中
の
事
件
を
、
暗
示
す
る
の
で
あ
る
。

劇
と
し
て
の
存
在
に
集
中
し
て
行
く
課
程
に
あ
っ
て
も
、
イ
エ
イ
ツ
は
、
従
来
の
意
味
に
於
い
て
の
、
よ
い
劇
作
品
を
目
指
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
。
能
の

場
合
は
、
議
生
上
の
性
格
に
よ
っ
て
、
自
然
に
定
め
ら
れ
た
「
地
」
の
性
格
の
不
明
瞭
さ
、
シ
テ
の
蔭
に
吸
ひ
こ
ま
れ
た
他
の
役
の
存
在
の
不
分
明
性
を
、
逆

に
人
工
的
に
、
イ
エ
イ
ツ
は
強
調
す
る
。
即
ち
、
彼
が
従
来
の
主
張
で
あ
っ
た
「
悲
劇
と
は
情
熱
の
み
で
あ
る
」
と
い
ふ
説
を
押
し
す
斗
め
る
。
能
に
於
け
る

守
ユ
g

－
r
o
－
－
ロ
宮
に
よ
る
五
音
曲
へ
の
分
割ll

祝
言
・
幽
曲
・
懸
慕
・
哀
傷
・
闘
曲
ー
ー
を
、
も
し
イ
エ
イ
ツ
が
正
確
に
知
っ
て
ゐ
た
の
な
ら
ば
、
共
感
す

る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
ら
う
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
コ
ー
ラ
ス
部
の
力
を
借
り
、
内
容
の
イ
メ
イ
ヂ
の
的
確
さ
と
封
照
的
に
難
解
な
韻
文
を
入
れ
る
事
に
よ
り
、
文
、

は
っ
き
り
と
人
物
の
性
格
を
打
ち
出
さ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
錯
綜
し
た
微
妙
さ
を
産
み
、
そ
れ
は
、
暮
色
に
よ
る
線
の
蒙
昧
と
し
た
美
と
い
ふ
よ
り
も
、
光
の

魔
術
で
、
’
か
げ
り
が
、
幾
重
に
も
速
く
深
ま
っ
て
行
く
事
に
よ
る
美
を
創
り
出
し
た
と
い
へ
る
。
そ
れ
は
、
若
い
イ
エ
イ
ツ
の
あ
・
こ
が
れ
た
、
記
憶
か
預
言
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ア
デ
イ
ヴ
エ
ロ

P
7

や
う
に
、
み
か
け
は
簡
阜
な
仕
組
で
ゐ
て
神
秘
的
な
議
想
形
態
に
も
関
聯
す
る
。
彼
の
短
所
と
敷
へ
ら
れ
る
、
「
人
物
」
を
創
造
し
、
こ
れ
を
議
展
さ
せ
て
行

く
事
が
出
来
な
い
、
と
い
ふ
劇
作
家
と
し
て
の
悪
僚
件
を
、
逆
に
活
か
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
お
よ
そ
全
て
の
も
の
を
守
ユ
g

－
z
g
ロ
色
々
と
、

一
つ
の
丘
町
宮
町
長
に
賭
け
て
犠
牲
に
し
た
。
彼
は
、
劇
を
短
く
も
し
た
。
コ
田
町
匂

h
b
s
ミ
如
、
お
－
m

の
エ
セ
イ
を
書
い
て
ゐ
た
頃
、
暗
示
の
劇
に
は
、
必
要
性
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を
信
じ
て
ゐ
た
劇
中
の
」
0
0
2
ロ
吉
岡ω
ロ
仏
ω
E
n
w
z
m
向
。
円
ヨ
包
E
E
。
ロ
ω
ロ
仏
5
0
2
0
自
由
口
問
守
山
口
。
－

2
ω

ロ
勺
の
部
分
を
最
小
限
に
し
、
或
は
、
無
視
さ

へ
も
し
た
。

こ
t
A
で
、
詩
の
場
合
、
非
常
に
重
要
性
を
帯
び
る
リ
ズ
ム
の
問
題
を
、
と
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
整
調
の
リ
ズ
ム
を
守
っ
て
行
く
か
、
或
は
、
劇
性
を
、

そ
こ
に
ま
で
反
映
さ
せ
る
か
、
と
い
ふ
事
が
、
詩
劇
の
課
題
と
な
り
得
る
。
リ
ズ
ム
に
関
す
る
賓
験
は
、
イ
エ
イ
ツ
の
生
涯
を
通
し
て
、
行
は
れ
た
。
そ
し
て

k合
同
君
司

h
N
N
S
d司
ミ
書
き
直
し
の
課
程
で
、
彼
が
、
日
常
曾
話
に
於
け
る
調
子
と
、
し
か
も
、
冷
く
固
い
調
子
に
闘
す
る
貫
験
を
し
て
ゐ
る
事
が
、
理
解

イ
レ
ギ
ュ
ラ
リ
テ
イ

出
来
る
。
即
ち
、
談
話
形
態
の
、
意
味
の
あ
る
不
整
調
に
近
づ
き
、
従
っ
て
、
持
情
的
な
優
雅
さ
と
の
聞
は
り
が
、
少
く
な
っ
て
来
て
ゐ
る
。
第
二
テ
ク
ス

ト
と
、
最
終
版
を
比
較
す
る
と
、
最
終
版
で
は
、
い
わ
ゆ
る
普
通
の
標
準
タ
イ
プ
で
、
行
を
分
割
す
る
こ
と
が
、
無
意
味
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

第
二
テ
ク
ス
ト
で
、
普
通
の
吾
5
0
r
z
u

自
立
の
で
あ
っ
た

k
r
s。
ロ
問
＼5
0

巧
州
民
＼
2
0

円
四5
2

円
目
。
者
ω

〉〈と
号ぃ
5、ふ
聞の
＼が
炉d・、．、

ロ
0... 
。〈

(1)( 

ロ
F令

3 
C1) 、

ω 
0... 
0(  

者
ω 

- 95 ー

と
な
り
、
第
二
番
目
の
強
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
意
に
反
し
て
早
目
に
か
か
り
、
次
に
績
く
短
い
シ
ラ
ブ
ル
に
お
ち
る
瞬
間
的
な
効
果
を
示
し
て
ゐ
る
。

コ
ー
ラ
ス
を

k

り
上
げ
て
も
、
こ
れ
は
ご
く
整
調
で
あ
る
。

同
氏
ロ
問
＼0
同
任
。
品
。
～g
z
z

ー
と
の
めωP

K
Fロ
仏
B
O

ロ
＼
吾
ω
昨
日
同
釦
a
S

＼
吾
作
宮
内O
吋
回
目
百
円
。
。

叶
V
O
匂
ミ
ロ
。
円
。
同
之
〈
。
門
司
片
足
。
。

ω

叶
『
包
円
－o
ミ
ミ
門
田
町ω＼o
－E
m
w
包
円

最
初
の

t> 。

し
か
し
、
こ
れ
が
、
最
終
版
に
到
る
ま
で
に
は
、
イ
エ
イ
ツ
勺
心
に
は
、
い
ろ
／
＼
の
嬰
化
が
あ
る
。
食
、

3
0

句
”
＝
。
円
。
ご
〈
。
ミ

F
月
九
の
一
行
は
特
に
苦

必
し
て
居
り
、

. 



. 

4
F
O
同M
m＝
。
円
。
同
己H
O
F
J
可O
『
吋
叫
仰
の
め

ω

、
吋F
O
回
出
口O円
。
同
ω
ロ
山
〈O
H

可
同
町
酬
の
め

、
円V
O
H
M
m－－
。
円
。
同
ω
ロ
日
〈O
円
一
司
］
市
川

w
n
o

な
ど
を
経
て
、
最
終
版
の
、

市
川
凶
口
O
円
。
問
問
ロ
円
〈O
吋
一
可
］
町
内

w
n
o

3、到
ロつ
g ＜て

。（ゐ

§＇（そ
弓・、 」

0( .'>.. 

~（で
~、彼
自、は
（＇！）、

軽
し、

エ
ク
ス
ト
ラ
の
韻
律
上
の
最
後
の
シ
ラ
ブ
ル
を
、
落
と
し
、

と
軽
く
、
そ
れ
で
異
種
的
な
印
象
を
輿
へ
る
も
の
と
し
、
し
か
も
、
こ
れ
を
狭
む
上
下
の
比
較
的
整
調
な
行
（
〉
ロ
仏
国

g

－
－Z
S
O
S
E
q

印

a
o

と
、

H
Z
H
o
p吋
丘
ω
印
。
z
z

巳
与
の
聞
で
、
更
に
、
際
立
っ
て
現
は
す
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
最
初
の
コ
ー
ラ
ス
で
、
二
、
三
、
八
行
目
は
、

食
〉
当
巳
】
－
。
ロm

の
町
。
｝
自
己
ロ
匂

ω

ロ
島
内
山
円
一

1

y
pロ
仏
σ
o
c
m
y
m
］O
ロ
m
ω
可
右
目
諸
島σ可
5
0
4
司
E
q

・

a
t
H
，

F
o
g
－
同
月
m
w
若
宮
内
田
町m
g
m
d
弓
ゆ
宮
σ
R
o
w

－
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と
い
ふ
や
う
に
、
リ
ズ
ム
に
於
い
て
は
、
非
常
に
不
整
調
で
、
そ
れ
だ
け
に
、

重
要
な
意
義
の
あ
る
こ
と
を
、
注
目

一
般
的
に
イ
エ
イ
ツ
の
リ
ズ
ム
は
、
考
へ
や
感
情
を
、
敏
感
に
の
せ
、
そ
れ
が
、
か
き
乱
さ
れ
る
時
に
は
リ
ズ
ム
も
波
立
ち
、
そ
れ
で
向
、

リ
ズ
ム
に
於
い
て
の
、
不
整
調
の
美
、
ス
ピ
ー
チ
に
近
い
生
き
て
ゐ
る
感
じ
、
と
い
ふ
も
の
は
、
彼
に
先
立
つ
シ
ェ
リ
イ

こ
れ
ら
の
リ
ズ
ム
の
不
整
調
の
美
に
は
、

す
べ
き
て
あ
る
。

底
に
う
つ
鼓
動
は
、
感
じ
ら
れ
る
。

な
ど
は
、
手
紙
文
に
於
い
て
さ
へ
有
し
て
ゐ
な
か
っ
た
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

百
皿

劇
の
内
容

l
l

哲
撃
と
意
味



こ
の
劇
は
、
筋
と
し
て
は
、
あ
る
青
年
が
不
老
長
害
の
水
を
と
り
に
来
て
、
こ
斗
で
五

O
年
の
問
、
毎
度
、
U
J
I
の
女
（
毛

O
B
S

ぇ

5
0
ω
E
F
O）
に
あ

ざ
む
か
れ
て
は
、
無
潟
に
、
枯
れ
た
井
戸
か
ら
水
の
溢
れ
る
の
を
待
つ
。
こ
こ
に
、
若
い
男
が
、
同
様
な
き
っ
か
け
で
、
同
様
な
方
法
で
や
っ
て
来
て
、
い
ざ
、

水
の
出
る
時
に
な
る
と
、
老
人
の
曾
て
の
日
と
同
じ
ゃ
う
に
、
井
戸
の
護
り
手
で
あ
っ
た
少
女
に
の
り
う
つ
っ
た
鷹
の
形
を
と
っ
た
シl
の
女
に
た
ぷ
ら
か
さ

れ
、
そ
の
舞
ひ
に
ひ
か
れ
て
、
水
を
汲
ん
で
の
む
機
曾
を
逸
す
る
。
そ
し
て
最
後
は
彼
に
む
か
つ
て
立
ち
上
っ
た
シ

l

の
女
た
ち
に
挑
戟
す
ベ
く
、
槍
を
も
っ

ザ
イ
タ
ル

て
呼
臆
す
る
若
い
男
ク
フ
ラ
シ
の
委
で
、
終
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
存
在
す
る
最
も
有
名
な
三
種
の
説
話
圏
（
ω
叶
宮
冨

3
g
z
包
g
H
ω

叶
F
O
問
。
仏
国E
ロ
の
F
1
2
】2

（
わ
ロ
の
F
c
g
z
n
u弓－
ゆ
え
d
z
z
c
ω
明
。
巴ω
ロ
。
円
。
g
E
E
の
わ
可
。
－
0
0

同
冨
ロ
ロ
早
め
る
の
一
、クフ
ラ
ン
に
闘
す
る
惇
説

に
は
、
拘
等
根
擦
を
も
た
ぬ
イ
エ
イ
ツ
自
身
の
創
作
で
あ
っ
て
、
（
強
ひ
て
求
め
れ
ば
、
イ
メ
イ
ヂ
の
パ
タ
シ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
は
れ
る
場
面
は
あ
る

が
）
象
徴
的
意
味
が
深
い
。
イ
エ
イ
ツ
が
、
漸
く
み
つ
け
た
、
劇
の
形
態
に
於
い
て
、
年
来
の
念
顕
で
あ
っ
た
ク
フ
ラ
ン
・
サ
イ
ク
ル
（

n
R
Z

－
巳
ロ
n
u
E
S

の
第
一
作
を
書
く
に
あ
た
り
、
出
来
る
限
り
の
充
分
お
意
義
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
と
は
、
考
へ
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
リ
ず
ャ
ア
ド
・
エ
ル

マ
γ
氏
（
E
n
g
E

巴
－5
2

ロ
一
ペgZ

＼
可
営
h
h
g
g
h
山
町
常
ミ

S

吉
岡
Y
N
H∞
）
は
、
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て
の
定
義
づ
け
を
、
衣
の
や
う
に
す
る
。
即
ち

ウ
イ
ズ
ダ
ム
ウ
イ
ズ
ダ
ム

不
死
の
水
の
井
戸
は
、
智
慧
を
象
徴
す
る
。
鷹
は
、
論
理
主
抽
象
思
想
。
こ
の
智
慧
を
求
め
る
事
に
よ
っ
て
惹
起
す
る

E
2
2
5
8

は
、
k丘
町
宮
町

R
H
S
b
．

M
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S
A
W
N
Nの
最
初
の
原
稿
か
ら
描
か
れ
て
ゐ
て
、
イ
エ
イ
ツ
が
生
前
よ
く
、
彼
の
全
て
の
日
々
は
、
決
し
て
や
っ
て
来
な
い
も
の
の
潟
の
準
備
な
の
だ
、
と
い
っ
て

ゐ
た
と
い
ふ
事
を
（
註
、
イ
エ
イ
ツ
夫
人
談
話
に
よ
る
）
裏
書
き
す
る
。
鷹
の
シ
ン
ボ
ル
が
、
イ
エ
イ
ツ
の
シ
ン
ボ
ル
の
う
ち
で
も
、
重
要
な
も
の
の
一
つ
で

一
羽
の
と
ま
っ
た
タ
カ
を
不
気
味
に
描
く
事
に
於
い
て
、
或
は
、
本
の
袋
訂
に
、

冨
0
0
2

）
が
、
そ
れ
を
板
に
釘
づ
け
に
し
た
事
に
つ
い
て
、
自
分
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
だ
か
ら
、

あ
る
事
は
、
こ
の
劇
の
舞
基
上
の
背
景
に
、

ス
タ
ア
ヂ
・
モ
ア
（
ω
Z
円
問
。

も
、
理
解
出
来
る
。
鷹
が
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
論
理
及
至
論
理
的
思
考
は
、
こ
の
頃
の
守
宮
町

h
H
H
e
b
と
い
ふ
詩
に
も
表
現
さ
れ
、
一
九
二
八
年
の

な
コ
達
、
ミ
内
な
む
H
e
h刷
、
の
ノ
l

ト
に
も
、
は
っ
き
り
と
、
あ
ら
は
れ
て
居
る
。
こL
に
於
け
る
鷹
は
、
論
理
の
異
直
ぐ
な
道
を
象
徴
す
る
と
、
イ
エ
イ
ツ

は
記
し
て
ゐ
る
。
た
ど
こ
L

で
私
見
を
述
べ
た
い
と
忠
ふ
の
は
、
こ
れ
を
書
く
時
の
イ
エ
イ
ツ
に
と
っ
て
、
果
し
て
、
さ
う
い
ふ
抽
象
観
念
に
関
す
る
思
考
の

表
現
が
、
第
一
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
こ
の
劇
の
最
後
の
コ
ー
ラ
ス
は
、
吋
君
司
ミ

S

色
町
営
刊
誌
ぬ
と
い
ふ
詩
で
あ
っ
て
、

釘
づ
け
に
は
し
な
い
で
く
れ
と
、
手
紙
を
し
て
ゐ
る
事
か
ら

－
e
h忠
芯
足
。
ミ

、，．

、ー



れ
に
つ
い
て
、
劇
よ
り
も
早
く
作
ら
れ
た
事
に
な
る
成
立
年
代
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
四
年
の
ジ
ェ
フ
ア
ズ
氏
（

p
z

－
F
同F
E
m
u－
六
回
・
吋
司
令
な
二
ミ
S

S

弘
、
定
時
）
説
が
あ
る
が
、
賓
詮
は
、
あ
が
っ
て
ゐ
な
い
。
或
は
、
早
く
書
か
れ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
劇
は
最
初
か
ら
、
こ
の
詩
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
の

で
は
な
く
、
初
期
の
原
稿
を
讃
め
ば
、
イ
エ
イ
ツ
が
、
こ
の
劇
の
た
め
に
遁
嘗
な
、
結
び
の
詩
を
制
作
す
る
た
め
に
苦
心
し
て
ゐ
る
事
が
わ
か
り
、
こ
の
初
期

の
吋
を
司
、
む
き
丸
町
営
己
、
誌
を
、
形
成
す
る
か
に
見
え
る
詩
は
、
或
は
、
現
在
残
さ
れ
て
ゐ
る
最
後
の
コ
ー
ラ
ス
に
到
る
課
程
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ

ず
、
と
す
れ
ば
、
同J
p
n司
馬
口
g
h
N
H
P内
吋
司
馬
。
の
成
立
年
代
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ズ
氏
が
推
定
す
る
よ
り
、
後
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
忠
は
れ
る
。
た
ど
、
か

ポ
エ
ト
リ
イ

う
い
ふ
詩
が
、
紙
に
表
は
さ
れ
る
前
長
い
事
、
イ
エ
イ
ツ
の
心
の
中
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
「
詩
」
を
大
地
に
し
て
、k
A
H
H電図
。
三
正
司
同
む

ウ
イ
ズ
ダ
ム

が
育
て
ら
れ
て
来
た
、
と
い
ふ
事
も
、
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
の
詩
で
、
智
慧
を
求
め
て
生
き
る
も
の
の
パ
カ
な
事
を
、
そ
し
て
家
庭
の
、
い
は
ば
普
通
の

人
間
の
生
活
を
か
へ
り
み
な
い
も
の
の
愚
か
さ
加
減
が
、
笑
は
れ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
嘗
時
の
、
イ
エ
イ
ツ
の
、
イ
エ
イ
ツ
自
身
へ
の
自
瑚
の
聾
で
あ
る

の
だ
ら
う
。
し
か
も
、
さ
う
は
知
り
な
が
ら
、
彼
は
、
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
。
劇
中
、
イ
エ
イ
ツ
は
、
ク
フ
ラ
ン
の
生
涯
の
、
休
み
な
く
、
女
の
愛
に
う

え
、
そ
の
愛
を
保
つ
こ
と
の
出
来
ぬ
遍
歴
の
原
因
を
、
明
か
に
す
る
。
そ
れ
は
、
シ
i
の
女
の
の
ろ
ひ
な
の
で
あ
る
。
シl
の
女
の
「
濡
れ
て
ゐ
な
い
目
」
を

み
つ
め
た
も
の
に
か
L

る
の
ろ
ひ
・
な
の
で
あ
る
。
同
様
の
事
は
、
こ
の
劇
に
先
立
つ
ジ
ョl
ヂ
・
モ
ア
（
のg
円
程
冨
8
5

）
と
の
合
作
、
（
のg
円
問
。
冨00
5

8

島
君
・
回
・
J円g
F

包
・
σ
】
司
君5
2
5

回
2
Z

ロ
匂
凡
む
き
ミ
弘
g
n

仙
の
ミ
ミ
a
－
H
V・N
ω）
に
あ
る
冨

E
E
B

と
稽
す
る
も
の
を
み
る
と
も
う
、
人
間
の
愛
で

は
満
足
出
来
な
く
な
る
、
と
い
ふ
信
仰
に
も
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
「
完
全
な
も
の
」
と
な
る
た
め
に
、
超
人
間
界
に
さ
ま
よ
ふ
自
分
の
半
身
を
求

め
て
行
く
人
間
の
姿
で
あ
る
。
イ
エ
イ
ツ
の
場
合
は
、
こ
の
完
全
性
の
成
就
は
、
「
死
」
の
形
を
と
ら
ね
ば
、
や
っ
て
来
な
い
と
い
ふ
結
論
に
な
る
。
」

E
B
O
ヤ
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Z
E
1

は
即
ち
、
更
に
具
龍
的
な
形
を
、
コ
ザ
偽
。
ミ
守
、
ミ
ミ
屯
ミ
同
選
ミ
に
於
い
て
展
開
す
る
。
こ
斗
で
、
何
時
か
の
鷹
は
、
完
全
な
女
と
な
っ
て
や
っ

て
来
る
。
そ
れ
は
、
満
月
、
即
ち
「
完
全
」
の
朕
態
に
あ
り
な
が
ら
、
完
全
に
な
る
事
を
望
ま
ず
、
曾
て
の
日
、
卵
の
中
で
、
ク
フ
ラ
ン
と
一
龍
で
あ
り
、

今
、
ク
フ
ラ
ン
の
愛
を
求
め
て
ゐ
る
長
で
、
ク
7

ラ
ン
に
と
っ
て
は
、
反
射
の
極
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
の
超
人
間
の
女
と
の
合
慣
は
、
「
完
全
性
」
の
成
就
を

意
味
す
る
。
k
丘
町
常

h
h判
明
。
町
的
司
丘
町
で
イ
エ
イ
ツ
が
、
不
死
の
泉
と
よ
ん
だ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
人
間
的
な
意
味
に
於
い
て
は
、
性
的
交
渉
郎
ち
、
形
の
完

戒
を
意
味
し
、
抽
象
的
に
は
、
永
遠
性
の
認
知
を
意
味
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
エ
マ
に
於
い
て
、
シ

l

の
女
は
こ
れ
を
、
「
お
互
の
唇
が
あ
っ
た
時
」
と
説
明
す



る
が
、
そ
の
時
に
は
、
時
間
を
超
越
し
、
形
は
完
全
に
な
っ
て
、
ク
フ
ラ
シ
に
と
っ
て
は
人
間
に
闘
す
る
記
憶
の
忘
却
が
あ
り
、
完
全
な
満
足
を
得
る
事
が
出

即
ち
、
こ
こ
で
、
肉
憧
の
死
後
、
人
間
と
の
き
づ
な
を
た
ち
き
っ
て
完
全
な
姿
に
立
ち
戻
る
、
そ
の
間
の
事
情
が
語
ら
れ
る
。
一
篇
の
詩

来
る
こ
と
に
な
る
。

《
リ
給
。
柄
拘
誌
に
も
あ
る
が
、
合
憧
の
感
情
は
、
時
間
的
に
い
へ
ば
、
完
全
な
る
静
止
で
あ
る
、
そ
し
て
ど
ち
ら
も
、
そ
こ
で
十
二
宮
が
天
球
と
か
へ
ら
れ
る
奇
蹟
的

な
流
れ
の
上
に
漂
ふ
事
に
な
る
。
シ
l

の
女
と
の
愛
に
成
功
し
た
も
の
は
山
人
間
の
女
と
の
愛
と
達
ひ
、
決
し
て
倦
む
こ
と
は
な
く
、
そ
こ
に
は
常
に
宰
一
帽
の

み
が
存
在
し
、
過
去
の
記
憶
の
苦
さ
の
蘇
へ
ら
な
い
世
界
に
永
住
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
雨
方
の
劇
、h
H
H官
民

h
N
S除
．M

司
丘
町
に
於
い
て
も
、
司
君
。
芯N
h

b
N
s
q
ミ
同
議
崎
、
に
於
い
て
も
、
前
者
で
は
、
男
が
鷹
（
即
ち
女
を
）
を
追
ふ
が
、
こ
れ
は
逃
げ
る
形
を
と
り
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
女
が
求
め
る
形
を

と
る
に
も
拘
ら
ず
、
男
は
人
間
界
の
妻
の
記
憶
に
さ
い
な
ま
れ
、
こ
れ
を
慕
っ
て
、
シ

l

の
女
と
の
合
睡
が
遂
げ
ら
れ
ぬ
、
と
い
ふ
物
語
を
と
る
。

こ
れ
で
判
る
や
う
に
、
「
不
死
の
泉
」
と
稽
す
る
も
の
は
、
仙
薬
の
や
う
に
、
不
老
長
需
の
く
す
り
、
と
い
ふ
概
念
を
離
れ
て
考
へ
る
べ
き
で
あ
り
、
基
盤
的

に
そ
れ
は
、
彼
の
熱
愛
し
た
リ
ラ
ダ
ン
の
ア
ク
セ
ル
Q
E
R
号

F
u
r－O
K
F
E
s
g
h
』
誌
3
3
8

ミ
（
英
語
）
）
に
於
け
る
根
本
思
想
｜
｜
永
遠
と
は
、
．
瞬

間
時
に
於
け
る
お
の
れ
自
身
の
、
完
全
な
る
所
有
で
あ
る
ー
ー
と
い
ふ
事
と
、
見
事
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
「
不
死
の
泉
」
は
、
鷹
と
な
っ
て
舞
ふ
シ

l

の
女

を
、
完
全
に
所
有
し
た
時
に
、
溢
れ
出
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

Q
d
 

艦
船
愛
に
関
す
る
骨5
可
m
w件
目
。
ロ
は
、
四
つ
の
詩
劇
の
う
ち
、
三
つ
ま
で
を
占
め
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
前
述
の
や
う
に
、
こ
れ
ら
の
中
に
イ
エ
イ
ツ
自
身
の
私

的
感
情
、
私
生
活
が
、
反
映
し
て
ゐ
る
。
イ
エ
イ
ツ
自
ら
い
ふ
や
う
に
、
文
撃
は
私
的
な
も
の
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
シ
で
あ
る
。
し
か
し
讃
者
は
、

むF
Y

ポ
ル
車
、
イ
メ
イ
ヂ
の
向
ふ
に
あ
る
イ
エ
イ
ツ
自
身
の
考
へ
や
生
活
を
知
る
必
要
は
な
い
。
彼
は
、
そ
れ
を
期
待
し
て
ゐ
な
い
の
だ
が
、

司
丘
町
で
は
、
夢
の
聞
を
さ
ま
よ
っ
て
生
き
て
来
た
男
の
後
悔
す
ら
、
老
人
の
口
を
通
し
て
、
言
っ
て
ゐ
る
。

k山
ご
を
司
令
s
bぱ
司
丘
町
で
の
同
店
ω
可
丘
町O
ロ

は
、
彼
の
女
性
閥
係
か
ら
説
明
が
つ
く
で
あ
ら
う
。
又
、
司
君
。
お
守
b
h
N向
。
刷
会
見
。
＼
同
選
ミ
に
於
い
て
は
、
こ
れ
が
、
彼
の
結
婚
に
か
か
っ
て
書
か
れ
て
ゐ

る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
k宮
町
常
民

b
g

』
主
司
馬
む
を
書
い
た
直
後
、
イ
エ
イ
ツ
は
、
第
二
の
ク
フ
ラγ
物
語
を
書
く
事
を
、
思
ひ
つ
い
て
ゐ
る
。
一
九
一
六

年
三
月
末
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
彼
の
心
に
、
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
も
の
は
、
ク
フ
ラ
ン
の
場
所
に

S
g
m
巳
宮
聞
を
お
い
て
、
ク
フ
ラ
ン
を
、
超
自
然
界
に

遁
れ
去
る
と
い
ふ
彼
の
創
作
で
忘
っ
て
、
向
、
ア
イ
ル
ラ
シ
ド
のnv
g
m
o
ロ
ロm

に
闘
す
る
民
間
信
仰
に
も
、
基
く
も
の
で
あ
っ
た
。

k
宮
町
営

h
h
H
H
h
』
』
町
ば

こ
の
直
接
の
刺
戟
と
な



. 

k山
崎
町
宮
町
h
H
S
w
．h

司
丘
町
に
於
け
る
踊
り
と
俵
面
の
成
功
で
あ
っ
た
と
、
考
へ
て
ど
い
。
月
給
、
。
ミ

h
b
a～S
屯
ミ
同
遺
ミ
の
創
作
課
程
中
（
果

し
て
執
筆
し
て
ゐ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
）
一
九
一
七
年
、
五
、
六
月
頃
、
一
と
月
ほ
ど
で
、
吋
常
匂
苫
お
き
宮
h

。
」
「
叫
雪
国
室
内
的
を
、
書
き
上
げ
た
。
一

九
一
六
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
於
け
る
開
g
Z

円
周
o
g
－
－
目
。
ロ
が
イ
エ
イ
ツ
に
こ
れ
を
書
か
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
同

d

』
足
。
司
、
N～h
b
b～
。
輪
車
同
旬
。
＼

同
選
ミ
に
つ
い
て
、
ず
っ
と
沈
黙
し
て
居
り
、
漸
く
言
及
し
た
の
は
、
一
九
一
八
年
一
月
、
既
に
完
成
に
近
い
時
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
吋
言
。
芯
守
、
ミ
ミ
師
、

。
＼
同
遣
問
、
の
、
ほ
ど
完
全
に
近
い
テ
ク
ス
ト
は
、
オ
ク
ス
フ
オ
ド
で
書
か
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
（
註
イ
エ
イ
ツ
夫
人
談
話
に
よ
る
）
即
ち
、
結
婚
後
な

の
で
あ
る
。
創
作
課
程
中
の
原
稿
が
、
明
か
に
、
回
附
さ
れ
得
る
の
な
ら
ば
、
私
生
活
の
反
映
し
て
行
く
創
造
物
を
見
る
と
い
ふ
黙
で
、
複
雑
な
g
m
m
oミ
そ

の
他
の
解
決
が
出
来
る
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
結
婚
前
の
、
モ
オ
F

、
及
び
イ
ズ
ウ
・
ゴ
ン
と
の
出
来
事
は
、
前
に
説
明
し
た
。
女
性
に
闘
し
て
事
件

の
多
い
時
で
あ
り
、
又
、
こ
の
劇
は
、
女
の
美
の
性
質
と
歴
史
を
、
合
唱
部
、
及
び
封
話
の
う
ち
に
、
語
ら
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
，
君
。
芯
守

t
p
b～。
史
的
見

。
＼
同
遣
問
、
の
、
初
期
の
原
稿
で
は
、
妻
エ
マ
（
開

5
2

）
と
、
ミ
ス
ト
レ
ス
の
人
物
は
、
明
確
に
分
離
さ
れ
て
居
ら
ず
、
む
し
ろ
ミ
ス
ト
レ
ス
が
、
主
位
を
と

っ
た
の
は
、

る
か
に
さ
へ
、
み
え
る
。
ミ
ス
ト
レ
ス
が
、

エ
ス
ネ
・
イ
シ
ギ
ュ
パ
（
回
岳
ロ
ω

回
口
間
口
σ
m
w）と
な
り
、

は
っ
き
り
と
、
イ
ズ
ウ
・
ゴ
ン
を
う
つ
し
出
す
の
は
、

-100 ー

後
期
の
原
稿
に
於
い
て
で
あ
る
。
し
か
も
、
比
較
的
後
ま
で
、
エ
マ
に
闘
す
る
イ
メ
イ
ヂ
の
中
に
、
明
か
に
イ
ズ
ウ
と
の
現
賓
の
思
ひ
出
と
指
適
さ
れ
る
、
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
の
萎
畑
を
、
少
女
と
二
人
で
歩
く
、
と
い
ふ
は
っ
き
り
と
し
た
風
景
が
、
描
寓
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
イ
ズ
ウ
の
イ
メ
イ
ヂ
は
、
最
初
の
合
唱
部

及
び
、
ク
フ
ラ
ン
の
亡
骸
に
む
か
つ
て
、
エ
ス
ネ
の
よ
び
か
け
る
後
朝
の
、
あ
け
方
の
演
遁
の
イ
メ
イ
ヂ
と
、
一
致
す
る
。
イ
エ
イ
ツ
が
彼
女
を
描
く
時
、
そ

の
詩
の
中
で
は
、
若
く
軽
や
か
に
踊
り
を
を
ど
る
少
女
で
あ
り
、
風
の
吹
く
演
遁
が
、
即
ち
、
大
自
然
が
、
そ
の
頼
り
な
気
な
様
を
一
一
層
強
調
す
る
や
う
に
、

背
景
と
さ
れ
る
。
イ
ズ
ウ
に
射
す
る
感
情
は
又
、
シl
の
女
へ
の
ク
フ
ラ
ン
の
ス
ピ
ー
チ
の
中
に
も
、
表
は
れ
て
来
る
。

曾
て
の
日
の
、
若
さ
も
情
熱
も
な
い
の
だ
と
い
ふ
。

ク
フ
ラ
ン
は
既
に
年
と
っ
て
、
も
う

か
う
い
ふ
若
い
女
に
射
す
る
中
年
の
男
の
苦
さ
は
、
こ
と
に
、
イ
ズ
ウ
と
の
出
あ
ひ
で
強
く
感
じ
ら
れ
た

も
の
ら
し
く
、
こ
の
頃
書
か
れ
た
イ
ズ
ウ
に
関
す
る
詩
、
例
へ
ば
、
h
h
s
h
き
も
さe
h
H
七
九S
S

ぬ
吋
h
h
N
3
或
は
、
同4
8。
吋
S
2
h

ミ
ミ
な
ど
に
も
、
み
ら
れ

モ
オ
ド
の
事
を
無
論
、
イ
エ
イ
ツ
が
、
詩
の
言
葉
を
借
り
て
書
い
て
ゐ
な
い
筈
は
な
く
、
例
へ
ば
、
最
後
の
合
唱
部
の
言
葉
盟
主
5

は
従

来
通
り
、
モ
オ
ド
の
理
想
化
さ
れ
た
シ
ン
ボ
ル
と
見
る
事
が
出
来
、
と
す
れ
ぼ
、
こ
の
劇
全
憧
に
あ
ら
は
れ
て
来
た

g
m
m
o
qの
複
雑
さ
は
、
モ
オ
ド
を
中
心

る
も
の
で
あ
る
。



に
し
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
に
於
い
て
の
委
を
描
か
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
へ
、
考
へ
ら
れ
る
。

モ
オ
ド
．
を
、
シl
の
女
の
化
身
と
み
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
居
り
、
拒
絶
し
た
女
の
委
を
理
想
像
に
し
た
て
、

モ
オ
ド
に
射
す
る
イ
エ
イ
ツ
の
轡
は

一
生
涯
℃
れ
を
追
求
し
て
行
っ
た
シ
ャ
トl
プ

リ
ア
ン
を
思
は
せ
る
も
の
が
あ
る
。

神
秘
的
な
哲
撃
、
そ
れ
は
津
山
の
夢
と
預
言
の
成
就
と
思
は
れ
る
も
の
が
、
不
思
議
な
方
法

で
、
ジ
ョ
l

ヂ
（
私
註
イ
エ
イ
ツ
夫
人
）
と
私
に
や
っ
て
来
る
の
で
す
、
そ
れ
は
多
分
に
私
の
仕
事
に
も
や
っ
て
来
て
、
私
は
始
め
て
、
人
間
生
活
を
理
解
し

た
と
、
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
」
と
手
紙
を
書
く
頃
、
執
筆
が
、
す
斗
ん
で
居
り
、
文
撃
と
し
て
の
吋
君
。
ミ
守t『
司
令
～
言
師
、
ミ
同
選
ミ
の
重
要
性
は
、
そ

の
創
作
課
程
の
原
稿
か
ら
判
断
し
て
も
、
こ
の
哲
撃
を
、
「
詩
人
は
、
必
づ
哲
皐
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
詩
に
あ
ら
は
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
ふ
ゲ

l

テ
の
言

葉
に
賛
成
す
る
イ
エ
イ
ツ
が
、
ど
の
や
う
に
、
詩
と
し
て
の
、
債
値
を
高
く
し
、
彼
の
文
皐
の
理
想
形
態
へ
と
彫
琢
し
て
行
つ
だ
か
、
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る

こ
の
コ
足
。
芯
守
、
ミ
喜
朗
、
。
＼
同
さ
ミ
は
、
「
大
層
深
く
、

と
思
は
れ
る
。

lV 

詩
劇
ノ
構
成
要
素
に
閥
ス
ル
考
察
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戎
ば
少
し
、
こ
れ
ら
特
殊
な
詩
劇
を
、
特
殊
な
ら
し
め
る
構
成
要
素
に
つ
い
て
、
観
察
し
て
み
よ
う
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
能
の
招
介
文
の
中
で
も
い
ふ
や
う
に
、

そ
の
そ
も
／
＼
の
譲
生
が
、8
5
5

。
ロ
宮

0
1
0の
聞
か
ら
で
あ
っ
た
と
感
じ
さ
せ
る
事
術
に
、
こ
こ
ろ
ひ
か
れ
たo
g

－
－
包
へ
の
、
彼
の
興
味
も
そ
こ
に
あ

号
。
貴
族
性
に
あ
こ
が
れ
る
と
同
時
に
、
土
に
近
く
生
き
る
人
た
ち
の
、
素
朴
な
信
仰
や
説
話
に
魅
せ
ら
れ
る
彼
は
、
彼
の
好
む
詩
の
形
態
に
つ
い
て
、
一
八

九
九
年
六
月
、
o
o
g
g
g
ω
Z
ユ
2

へ
の
手
紙
で
語
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
半
分
、
守
ユg
日
で
、
宇
分
、
g

－
－
包
風
の
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
漸
衣
上

昇
し
て
行
っ
て
σ
M己
主
と
な
る
や
う
な
も
の
が
、
心
に
あ
る
ら
し
か
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
、
四
つ
の
詩
劇
を
扱
ふ
時
に
も
護
見
さ
れ
る
の
だ
が
、
一
つ
の
詩
情

ソ
ン
グ

が
た
か
ま
っ
て
い
っ
て
、
普
通
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
、
歌
へ
と
、
自
然
に
轄
移
し
て
行
く
や
う
な
も
の
で
は
、
例
へ
ば
、
コ
町
内
。
ミ
見
守
ミ
。

s
k

ミ
同
選
句
、
の

始
め
の
部
分
に
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
大
憧
が
、
従
来
の
詩
の
朗
譲
に
あ
き
た
ら
ず
、

n
v
o
E
の
や
う
な
讃
み
方
を
、
好
ん
だ
。



彼
の
コ
ー
ラ
ス
は
、
初
期
の
作
品
か
ら
歌
を
見
せ
、
特
徴
を
示
す
が
、
そ
の
特
徴
は
、
先
を
見
通
す
事
が
出
来
る
と
か
、
世
界
中
を
放
し
た
と
か
、
世
界
中

の
全
て
の
こ
と
を
知
っ
て
ゐ
る
、
と
か
い
ふ
や
う
な
、
い
は
ど
、
超
人
間
的
な
力
が
附
さ
れ
て
ゐ
る
人
た
ち
と
な
っ
て
、
登
場
す
る
。
。
ミ
句

h
N凡
な
ぷ
匂
ミ
唱
え
一
や

匂
包
ミ
ミ
な
ど
、
効
果
的
に
、
こ
の
コ
ー
ラ
ス
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
イ
エ
イ
ツ
が
、
能
の
「
地
」
方
に
見
た
も
の
は
、
彼
等
が
、
粉
飾
を
ほ
ど
こ
さ
ず
、
従
っ
て

世
界
を
放
し
て
ゐ
る
放
人
の
、
日
に
焼
け
た
顔
、
な
の
で
あ
っ
た
。
曾
て
の
イ
エ
イ
ツ
の
劇
作
品
の
コ
ー
ラ
ス
は
、
自
己
吾
足
。
の
感
じ
を
、
コ
ー
ラ
ス
に
よ

っ
て
得
る
と
い
ふ
、
会
‘
リ
シ
ャ
劇
の
コ
ー
ラ
ス
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
四
つ
の
詩
劇
に
於
い
て
も
、
例
へ
ば
、
n
h之
さ
ミ
な
ど
に
は
、
明
か
に
そ
の
傾
向
が

み
え
る
。
し
か
し
、
イ
エ
イ
ツ
が
、
四
つ
の
詩
劇
で
、
特
に
、
コ
ー
ラ
ス
に
附
し
た
か
っ
た
役
割
は
、
布
を
聞
い
た
り
、
閉
ぢ
た
り
し
な
が
ら
、
こ
の
劇
を
あ

け
、
そ
し
て
、
し
め
る
、
い
は
ば
、
物
語
の
語
り
手
、
と
い
ふ
や
う
な
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
客
観
的
な
位
置
に
居
て
、
こ
の
物
語
を
、
第
一
人
稿
で
思
ひ
出

し
、
語
っ
て
行
く
人
物
な
の
で
あ
る
。
（2
8

ミ
を
除
く
）
こ
れ
は
、
後
期
の
作
品
に
な
る
と
、
自
由
性
を
獲
得
し
、
』
』
勺
ミ
内
容
。
芯
町
お
き
立
や
、

コ
ミ
同
叫
3
h
o
＼
H
bぬ
の
司
、SH
n
E
忌
吋
。
去
、
『
ミ
で
は
、
浄
瑠
璃
の
「
地
」
の
や
う
な
役
目
と
な
り
、
登
場
人
物
に
代
っ
て
、
彼
の
言
葉
を
語
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
り
、
更
に
、
最
後
の
、1
3
0
巴
3
5
0

同
n
R
Y
Z
E古
の
、
散
文
態
を
も
っ
て
劇
を
始
め
る
老
人
の
中
に
、
費
形
さ
れ
た
姿
が
、
見
出
さ
れ
る
。

こ
斗
で
、
k山
内
町
吉
岡
h
H
H
e
w

－
伺
宅
丘
町
の
コ
ー
ラ
ス
を
と
り
上
げ
て
み
る
と
、n
h
N～g

ミ
に
於
け
る
明
確
な
三
パ
1

ト
の
特
色
は
な
い
が
、
第
一
と
第
二
に
は
、
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明
白
な
遣
い
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
第
一
の
歌
ひ
手
は
、
ロ
ω

門
店
件
。
円
で
あ
り
、
第
二
は
、
こ
れ
に
反
臆
を
示
す
者
で
あ
る
。
は
じ
め
の
カ
プ
レ
ッ
ト
の
一
針
が
、

例
と
な
ら
う
。
し
か
る
に
、
第
一
が
、
第
二
、
第
三
と
、
共
に
語
る
時
は
、
観
客
と
し
て
の
語
り
手
の
位
置
を
捨
て
、
全
コ
ー
ラ
ス
の
野
情
性
に
協
調
す
る
事

に
な
る
。
部
ち
、
第
一
、
第
二
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
は
、
「
ど
う
し
て
眠
ら
れ
よ
う
、
私
は
風
の
や
う
に
さ
ま
よ
ひ
た
い
」
と
叫
び
な
が
ら
、
後
に
は
そ
の
性
格
を

と
し
を
と
っ
て
、
眠
っ
た
方
が
、
い
斗
の
だ
」
と
、
う

全
コ
ー
ラ
ス
と
共
に
「
眠
る
時
間
だ
、
ど
う
し
て
さ
ま
よ
ふ
、
何
も
み
つ
け
ず
？

完
全
に
嬰
へ
て
、

た
ふ
の
で
あ
る
。

踊
り
が
、
彼
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
事
は
、
彼
が
、
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
系
の
劇
の
理
想
の
、洗
躍
を
受
け
て
ゐ
た
と
い
ふ
事
も
あ
る
が
、
感
情
の
最
高
潮
に

し
か
も
、
こ
の
踊
り
は
、
身
瞳
全
瞳
に
よ
っ
て
、
何
も
の
か
を
、

達
し
て
言
葉
な
く
舞
ふ
と
こ
ろ
に
、
イ
エ
イ
ツ
は
、
能
の
踊
り
の
意
義
を
、
見
出
し
て
ゐ
る
。

m
z
m
m
o
E
す
る
も
の
で
あ
り
、
鑑
賞
者
に
は
、
E

同
0
5
2
8
2
ω

ョ
の
印
象
を
、
輿
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
イ
エ
イ
ツ
に
於
け
る
踊
り
は
、
初
期
の
作
品
、
例
へ



ば
、
同Jさ
h
g
弘
ミ
町
ミ
ミ
r
b
g

凡
さ
の
妖
精
の
踊
り
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
踊
り
が
、
賓
際
に
舞
蓋
の
上
に
具
現
化
さ
れ
て
、
重
要
な
意
義
を
附

さ
れ
る
の
は
、
後
期
の
作
品
、
こ
と
に
四
つ
の
詩
劇
以
後
で
あ
る
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
コ
尽d
ミ
守
》
ミ
ミ
師
、
久
同
ミ
ミ
及
び
』H
S
h
h
a
s
さ
司
同
ロ
に
於

い
て
の
女
の
踊
り
に
は
、
一
八
九
六
年
代
に
、
同g
a
h
t
を
遺
m
g
で
、
主
人
公
と
踊
る
不
死
の
女
と
の
踊
り
の
、
前
奏
と
も
い
ふ
べ
き
女
一
人
の
誘
ひ
の
踊

り
を
、
演
出
す
る
。
こ
の
勾
。
師h制
h山
守
』

〈
こ
れ
は
筋
と
矛
盾
す
る
故
に
、
後
に
、
泊
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
）
。
イ
エ
イ
ツ
は
踊
り
を
も
っ
て
、
誘
惑
、
苦
悶
、
歓
喜
、
性
的
交
渉
ま
で
も
あ
ら
は

る
。

す
の
で
あ
る
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

伎
町
も
同
様
な
意
味
で
、
つ
ま
り

R
F
B
♀
8
2
九
を
興
へ
る
事
に
於
い
て
成
功
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
偲
面
の
使
用
に
よ
っ
て
、
事
術
家
と
詩
人
が
協
力

し
て
、
一
つ
の
す
ぐ
れ
た
事
術
を
作
っ
て
行
く
可
能
性
を
感
じ
て
、
イ
エ
イ
ツ
は
歓
喜
す
る
の
で
あ
る
。
踊
り
手
の
た
め
の
劇
を
書
く
や
う
に
、
詩
人
は
、
マ

ス
グ
の
た
め
に
劇
を
書
く
や
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
彼
は
思
っ
た
。
デ
ュ
ラ
ッ
ク
の
作
っ
た

h曲
目
忌
。
h
a
H
e
b
．
的
司
n
ロ
の
た
め
の
半
ば
ア
ジ
ア
的
牢

ば
ギ
リ
シ
ャ
的
な
表
情
が
、
彼
の
興
を
そ
L

っ
た
の
だ
と
い
ふ
。

イ
エ
イ
ツ
は
四
つ
の
詩
劇
の
中
で
、
能
の
一
曲
が
、

微
を
、
も
た
せ
た
。
美
の
種
類
も
異
な
り
、
扱
は
れ
て
ゐ
る
テl
マ
も
異
な
っ
た
。

一
つ
の
感
情
、
或
は
人
生
の
園
に
於
け
る
一
つ
の
巴Z
巳
宮
ロ
を
扱
ふ
と
い
ふ
や
う
に
、
各
品
に
、
特

そ
し
て
彼
は
、
そ
の
一
つ
の
印
象
を
強
め
る
た
め
の
集
中
に
、
力
を
入
れ -103-

る
。
k
t
陣
営
同
h判
明
。
さ
司
同
町
内
の
美
は
、
前
述
し
た
が
、
こ
与
で
は
表
面
的
に
彼
は
、
不
老
不
死
の
泉
を
扱
ひ
、

3
w向
。
ミ
見
守
ミ
。
号
、
。
＼
同
選
ミ
で
は
、
フ

ェ
ノ
ロ
サ
・
バ
ウ
ン
ド
版
の
説
明
に
あ
る
幽
玄
の
定
義
（
誤
っ
た
、
不
充
分
な
説
明
と
い
へ
る
が
）
l
l

即
ち
、
神
秘
的
な
美
で
あ
り
、
た
た
か
ひ
の
後
の
静

ふ
う

け
さ
の
後
に
、
通
り
、
過
ぎ
る
風
の
も
の
で
あ
るl
l

に
基
く
や
う
な
美
を
、
最
初
の
コ
ー
ラ
ス
部
で
、
提
示
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。

か
な
畑
や
、
海
が
あ
り
、
一
羽
の
白
い
海
ど
り
や
、
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
貝
が
ら
の
イ
メ
イ
ヂ
が
、
ひ
ろ
が
る
の
で
あ
る
。 そ

こ
に
は
、
嵐
の
前
の
静

ツ

ノ
結
論



イ
エ
イ
ツ
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
、
壮
大
さ
に
町
封
臆
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
、
偉
大
な
量
感
を
も
っ
て
行
く
も
の
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
g
z
z

な
蓄

術
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
。
隅
々
に
ま
で
、
こ
の
、
G
g
z
－o
q
遣
を
、
徹
底
さ
せ
る
。
置
か
れ
た
四
角
い
布
で
、
井
戸
が
表
現
出
来
る
舞
憂
な
の
で
あ
る
。
イ
エ

イ
ツ
が
、
理
想
的
な
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
あ
げ
た
、
感
情
を
抑
へ
て
ゐ
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
自
己
を
所
有
し
、
明
確
さ
を
失
は
な
い
か
ら
、
少
し
の
抑
揚
で
も
、

感
情
を
は
っ
き
り
表
は
し
得
る
と
い
ふ
事
が
、
こ
の
文
撃
の
、
そ
し
て
、
演
出
さ
れ
た
文
撃
の
上
に
、
現
は
さ
れ
る
事
を
、
望
ん
だ
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
具
種
的
に
は
、
ぷ
ユ
O
内
ω
c
m
m
g
z
。
ロ
ョ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
「
簡
素
化
」
が
、
要
求
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
模
倣
的
な
要
素
を
除
去
し

て
、
内
部
の
感
情
、
或
は
精
神
が
、
そ
の
ぎ
り
／
＼
の
形
で
あ
ら
は
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
イ
エ
イ
ツ
は
、
能
に
、
こ
れ
を
み
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ

る
能
の
役
者
が
、
老
婆
を
演
じ
る
た
め
に
、
通
り
の
老
婆
を
異
似
ょ
う
と
し
た
の
に
、
か
へ
っ
て
、
・
自
分
の
物
異
似
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
能
に
あ
っ
て
は
、

一
つ
の
物
は
、
全
髄
と
し
て
内
側
か
ら
、
感
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
ま
し
め
ら
れ
た
逸
話
に
、
非
常
に
、
印
象
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
ら
に
績
い
て
、
」
日
間
百ωω
芝
山
ミ
ョ
の
美
が
、
要
求
さ
れ
る
。
彼
が
後
期
の
作
品
の
妃
の
顔
に
必
要
と
し
た
表
情
の
美
で
あ
る
。
衣
に
、

守
ユ
g

－
z
z
g

日
々
と
、
微
妙
に
錯
綜
す
る
も
の
の
美
が
、
追
求
さ
れ
た
。
表
面
は
く
っ
き
り
と
イ
メ
イ
ヂ
を
出
し
、
こ
れ
に
闘
す
る

B
Z
8
F
R
の
く
り
か

観
客
の
心
に
入
っ
て
錯
綜
し
て
深
ま
る
美
を
輿
へ
、
そ
し
て
、
膜
想
の
き
っ
か
け

へ
し
で
、
強
さ
、
ひ
き
し
め
を
求
め
る
一
方
で
、
合
唱
部
の
挿
入
に
よ
り
、

を
、
興
へ
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
厳
密
な
意
味
に
於
い
て
、
イ
エ
イ
ツ
の

能
形
式
の
も
の
は
、
同
出
内
《
リ
ミ
ミ
丘
町
営

h
h
gお
を
含
め
、
現
存
す
る
も
の
は
、
五
篇
し
か
な
い
。
し
か
し
、
後
期
、
彼
は
、
彼
自
身
で
も
あ
る
ク
フ
ラ
ン
の

姿
を
、
こ
の
「
能
」
形
式
の
劇
の
、g
己
主
目o
p

に
於
い
て
、
描
い
て
行
く
。

イ
エ
イ
ツ
は
、
ク
フ
ラ
ン
・
サ
イ
ク
ル
を
、
彼
の
い
ふ
「
能
」
形
式
で
完
成
す
る
つ
も
り
で
出
議
し
た
。

イ
エ
イ
ツ
は
、
劇
作
家
と
し
て
の
自
信
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
部
屋
中
の
聴
衆
が
、
同
じ
一
つ
の
高
速
な
感
情
を
持
つ
時
、
自
ら
が
生
き
／
＼
と
な
る
の
を
感

フ
ォ
ー
ム

じ
た
。
劇
作
家
と
し
て
、
遁
常
の
意
味
に
於
い
て
は
、
限
ら
れ
て
ゐ
る
彼
の
才
能
と
、
形
態
の
探
求
が
、
偶
然
に
、
こ
の
能
｜
｜
日
本
の
、
中
世
の
演
劇
形
態

ー
ー
の
接
見
に
於
い
て
結
ぼ
れ
た
。
成
果
は
あ
っ
た
。
イ
エ
イ
ツ
の
創
作
力
と
、
哲
撃
の
具
現
化
を
加
へ
た
後
期
の
、
特
殊
な
美
を
含
有
す
る
詩
劇
の
、
出
議

結
と
し
て
、k宮
町
宮
司
令
H
q司
伺
司
、
ど
は
特
記
す
べ
き
も
の
で
あ
る
事
に
、
間
違
ひ
は
な
い
。
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